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〔特集〕笛吹市新ソウルフード『ラーほー』
農業に関する相談は、笛吹市農業塾へ
市役所の「夜間窓口サービス」を開始します
くらしの情報
地域おこし協力隊通信
ふえふきトピックス



　笛吹市では、7月に市長記者発表を行い、笛吹市新ソウルフード『ラーほー』を皆さんにご紹介しました。
　ラーほーは、山梨県の郷土料理である「ほうとう」をもっと気軽に、もっと多くの観光客の皆さんに、また
地域の皆さんに召し上がっていただきたいという思いから開発した「ほうとう麺を使用したラーメン」で笛吹市
の新ソウルフードです。
　記者発表から約5カ月が経ち、11月1日現在、市内21カ所の飲食店で提供されています。ラーほー巡りで
あなただけのラーほーを見つけてみてはいかがですか。　※関連記事 36ページ「ふえふきトピックス」
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店名 住所 電話番号 営業時間 定休日 味の種類

①田舎料理 古今亭 石和町川中島78-1 055（262）2627 午前11時～午後2時
午後6時～午前2時 木曜日 しょうゆ味・

塩味

②割烹  小春 石和町川中島110-208 055（262）5200 昼は予約
午後5時～11時 不定休 しょうゆ味

⑤旬彩酒房
　みつむら 石和町八田1-2 055（262）5333 午後5時～午前0時 日曜日 しょうゆ味・

塩味

⑦茜どき石和店 石和町四日市場1661 055（261）8117 午後4時～午前1時 12月31日、
1月1日

しょうゆ味・
塩味

⑧スパランドホテル内藤
　くつろぎ亭　夢や 石和町四日市場1690 055（262）7001 午前10時～午後11時 なし しょうゆみそ

味

日曜日（不定
休）、月曜日

とりがらスー
プ味・ニュータ
ンタンメン風

⑥とんかつ  ほさか 石和町市部1182 055（263）8592 午前11時30分～午後2時
午後5時30分～10時 水曜日 しょうゆ味・

塩味

④カラオケBOX
　居酒屋  潤 石和町川中島57-1 055（287）6432 午後7時30分～午前4時 不定休 しょうゆ味

⑭Cafe＆Craft Jing 御坂町下黒駒451-6 055（225）6251 午前11時～午後5時 火曜日
しょうゆ味
（裏メニュー：
ナポリタン風）

⑪中国料理
　英華飯店 御坂町井之上1106 055（262）6614 午前11時30分～午後2時

午後6時～9時
木曜日、

日曜日の夜
坦々味（ごま、し
ょうゆ、みそ）・
しょうゆ味

⑫ひさご食堂 御坂町下野原1192 055（262）5289 午前11時30分～午後2時
午後5時～10時 月曜日 しょうゆ味

⑬とみ～ 御坂町栗合72 055（262）4818 午前11時30分～午後9時 不定休 しょうゆ味

⑯マルサマルシェ
　クッキングスタジオ 一宮町末木238 0553（47）4447 午前9時～午後5時

月曜日(祝日の
場合は翌日、そ
の他休みあり)

しょうゆ味・
フォー味

⑳めんや  なないろ 春日居町桑戸632-1 090（1612）7716 午前11時～午後2時
午後5時30分～9時

月・火曜日
の夜

しょうゆ味

㉑春日居びゅーほてる 春日居町鎮目178 0553（26）3811 夕食バイキング
午後6時～9時(90分制) 不定休 しょうゆ味（チ

キン&ポーク）

⑱福乃家 八代町南409 055（265）2523 午前11時30分～午後2時
午後5時30分～9時 日曜日 みそしょうゆ

味

⑮みさかの湯
　食事処 御坂町成田2200 055（261）6166 食事処

午前11時～午後8時30分 第2・4火曜日 しょうゆ味

⑰ももの里温泉
　食事処 一宮町金沢387-1 0553（47）4126 食事処

午前11時～午後7時30分 木曜日 しょうゆ味

③麺屋  かばちたれ 石和町川中島465-1 055（287）8009 午後5時～午前2時 月曜日 豚骨しょうゆ
マー油風味

⑨HOSHI-AI 石和町四日市場8-1 055（242）7973 火～木：午後6時～11時
金・土・祝：午後6時～午前0時

⑩石和健康ランド
　大広間「楽楽」

石和町松本868 055（263）7111 午前10時～午後10時 なし しょうゆ味・
フォー風味

らくらく

⑲五葉松 境川町藤垈2528 055（266）3301 午前11時30分～午後2時
午後5時～9時 水曜日 みそ味

農業に関する相談は、
笛吹市農業塾へ

　「地域農業の抱える課題の解消」を目指し、農業塾は笛吹市・笛吹市農業委員会・笛吹農業協同組会の3
者が平成30年4月に協定を締結し、発足しました。12月号では、農業塾について皆さんにお知らせします。

お試し農業してみませんか
　少しでも農業に興味がある方は、ご相談ください。定年後にお試しで就農したい方も応援します。
　初心者の方向けに講習会を実施しています。農地の相談も受け付けます。

農業バイトをしてみませんか
　夏は農業が忙しい時期。講習会を受けた後、農家さんのお手伝いをしてみませんか。登録をしていただけ
れば、お手伝いの必要な農家さんがありましたらご連絡します。ブドウやモモの実に袋を掛ける作業や実を摘
んで整える作業などが、5月上旬ごろから始まります。

■問合せ先　笛吹市農業塾　笛吹市八代町南542（JAふえふき本所南側）　☎ 055（265）1702

農業に興味のある方は･･･

農業のお手伝いは足りていますか
　農繁期の労働力は足りていますか。農業に興味がある方に講習を受けていただき、
手の足りない農家に紹介します。

後継者はいますか
　ご高齢の方でそろそろ農業をこのまま続けられるか不安に思っている方は、一度農業塾へご相談ください。
新たに農業を始めたい方、農業の規模を拡大したい方をご紹介し、農業用機械や農地を借りていただけるよう
マッチングや、貸借契約作成などを支援します。

農家の方は･･･

　新たに農業を始める方や農業の規模を拡大したい方など農地の借り手を紹介します。荒廃農地になる前にご
相談いただければ借り手がつきやすいです。なるべく早くご相談ください（市では、実家が空き家となって困
っている方向けに、空き家バンクも実施しています）。

実家の農地でお困りの方は

平成30年4月2日に開設した笛吹市農業塾
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市役所の「夜間窓口サービス」
を開始します

業務名実施課

住民票等の写しの交付、印鑑登録証明書の交付、戸籍謄抄本および附票写しの交付、
独身証明書の交付戸籍住民課

納税証明書の交付（市県民税・法人市民税・固定資産税・軽自動車税）、市税・国
保税の納付（※納付に関する相談には対応しかねます）収税課

国保資格取得届の受付、国保資格喪失届の受付、国保保険証の再交付、国保各種申
請書の受付、後期高齢者医療納付書の再発行、後期高齢者医療各種申請書の受付、
国民年金資格取得・喪失の仮受付、国民年金免除申請の受付

国民健康保険課

所得証明書の交付、所得課税証明書の交付、非課税証明書の交付
原動機付自転車および小型特殊自動車のナンバー交付、原動機付自転車および小型
特殊自動車の廃車手続き

税務課

各種公共料金の納付
（水道・下水道料、下水道受益者負担金、高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、
学童保育料、市営住宅使用料、社会教育・体育施設使用料　など）

その他

　「平日の昼間は仕事の都合で手続きに行くことができない」といった市民の皆さんの利便性向上を図るため、
平成31年4月から平日の「夜間窓口サービス」を開始します。
　一方で、平成19年度から毎週日曜日に実施してきた「休日窓口サービス」は、住民票等のコンビニ交付、
市税等のコンビニ納付、マイナンバー制度の導入など、これに替わる各種住民サービスが向上したことにより、
市役所業務の一層の合理化、効率化を図るため、平成31年3月をもちまして、サービスを終了します。
　ご理解とご協力をお願いします。

■ 開設期日　平成31年4月3日（水）から
■ 開設日、開設時間　毎週水曜日　午後5時15分～7時
■ 開設場所　市役所市民窓口館2階　各課窓口
■ 取り扱い業務の内容

平成31年4月から

夜間窓口サービスの概要

現在の「休日窓口サービス」は、平成3１年3月で終了します

■問合せ先　防災危機管理課　消防防災担当　☎ 055（262）4111　　　

モモッピー（以下、桃）
「今年も大きい台風が来て、大変だったッピ」
防災のお兄さん（以下、兄）
「避難勧告の発令もあったり、とても危険な状況だったね」
桃「ところでお兄さん。いまさらだけど、避難勧告が出た
らどうすればいいッピ？」
兄「大事なことは、命を守るために安全な場所に避難するこ
となんだ。今回は、少し難しいけれども避難情報について
勉強してみよう！」
兄「まずは、『避難準備・高齢者等避難開始』だね。この発令
は避難に時間を要する高齢者などに避難開始を促す内容だ
ね。また、その他の人に対しては、勧告や指示に備えて、避難の準備を促しているんだよ」
兄「次に『避難勧告』だね。災害による被害が予想され、危険が高まった時に発令されるよ。
この発令は速やかに安全な場所へ避難するように促しているんだよ。ただし、外出すること
でかえって危険が及びそうな時は、自宅内の安全な場所へ避難しようね」
兄「最後に『避難指示』だね。避難指示は災害が発生した、もしくは災害発生の危険性が非常
に高いときに発令されるもので、すぐに安全な場所へ避難をするように指示
するものだよ。この時も、外出することで危険が高まるようなら家の中の安
全な場所に避難しようね」
桃「今日は文字が多くて疲れたッピ」
兄「9月号以来の登場だから張り切っちゃった」

避難行動をとるモモッピー

■問合せ先　防災危機管理課　消防防災担当　☎ 055（262）4111　　　
■問合せ先　総務課　または各課　☎055（262）4111

【選挙権】
　選挙権とは、満18歳になると与えられる、私たちの代表を選挙で選ぶことができる権利のことです。
　国政選挙については、満18歳以上の日本国民なら選挙権を持てますが、地方選挙については、さ
らに引き続き3カ月以上その区域内に住んでいることが必要となります。
【被選挙権】
　被選挙権とは、皆さんの代表として国会議員、都道府県知事、都道府県議会議員、市区町村長、
市区町村議会議員に就くことができる権利ですが、次の一定の条件を備えている必要があります。
○参議院議員・都道府県知事　⇒　満30歳以上の日本国民  
○衆議院議員・市区町村長　⇒　満25歳以上の日本国民  
○都道府県議会議員・市区町村議会議員　⇒　満25歳以上の日本国民で引き続き3カ月以上その区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域内に住んでいること

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会事務局　☎ 055（262）4111笛吹市選挙管理委員会
笛吹市明るい選挙推進協議会

NO.28「選挙」
豆知識

～家族で「選挙」のことについて話してみよう～～家族で「選挙」のことについて話してみよう～
～家族で「選挙」のことに
　ついて話してみよう～

今回は、「選挙権」と「被選挙権」
についてお伝えします
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312,177円 （平均年齢41.0歳）福祉職

319,737円 （平均年齢42.2歳）一般行政職

279,354円 （平均年齢54.9歳）技能労務職

304,145 円 （平均年齢 36.0歳）消防職

317,506 円 （平均年齢42.6歳）看護・保健職

266,700円

309,000円

362,400円

239,800円

254,600円

316,100円

○職種や職務に応じた給料表に定める額 
○配偶者10,000円、 子10,000円、 その他6,500円
○借家の場合、家賃が12,000円を超えるときに支
給し、家賃の額に応じ最高27,000円まで 
○運賃55,000円までは全額支給
○自動車使用者は、通勤距離に応じ支給 

市
職
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼給与費の状況
　（平成29年度普通会計決算）

▼歳出に占める人件費の状況
　（平成29年度普通会計決算）

計
302億1,490万6,000円 

100%

人件費
44億3,245万6,000円
15%

その他
75億9,608万7,000円
25%

扶助・補助費
98億8,009万2,000円

33%

公債費
44億482万9,000円

14%

投資的経費
39億144万2,000円

13%

▼平均給料月額 (平成30年4月1日現在）

▼初任給の状況（平成30年4月1日現在） ▼経験年数別平均給料月額の状況
　（平成30年4月1日現在）

179,200円

165,700円

203,600円

191,400円

206,400円

136,500円

147,100円

156,800円

行政職（大卒）

行政職（短大卒）

行政職（高卒）

技能労務職（高卒）

看護・保健職（大卒）

福祉職（大卒）

消防職（大卒）

消防職（高卒）

■経験年数10年  ■経験年数15年  ■経験年数20年

行政職（高卒）行政職（大卒）

▼部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　門

一般行政部門

合　　計

特別行政部門

公営企業等
会計部門

議　会
総　務
税　務
労　働
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
  小　計
教　育
消　防
  小　計
水　道
下水道
その他
  小　計

区　分
平成29年

職員数
平成30年

6
115
30

22
10
33
126
37
379
64
90
154
19
10
33
62
595

6
120
30

21
10
33
129
37
386
68
88
156
19
10
29
58
600

対前年
増減数

0
△ 5
0
0
1
0
0

△ 3
0

△ 7
△ 4
2

△ 2
0
0
4
4

△ 5

主な増減理由

事務の統廃合縮小

業務増

事務の統廃合縮小

事務の民間等委託
業務増

業務増

（注）1　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非
常勤職員を除いている。

▼給与の種類と内容 (平成30年4月1日現在）

毎月決まって支給され
るもの

臨時に支給されるもの

特殊な職務や特殊な勤
務についたとき実績に
応じて支給されるもの

給
　与

●給　　料 
●扶養手当 
●住居手当 

●通勤手当

○危険・困難・不健康な勤務についたとき
・防疫等作業手当：作業1日につき290円
・行旅病人取扱手当：病人1人1,800円、死体1体
6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円
　（救急救命士の資格に係る処置を実施した場合
300円を加算）
・災害業務従事手当：出動1回につき500円
　(梯子自動車などを使用しての高所活動に従事）
○正規の勤務時間を超えて勤務したとき
○管理職手当など
管理職手当：管理または監督の地位にある職員の
うちその職務の特殊性に基づき規則で定められた
職にある者に支給
役職に応じて25,400円～ 78,200円を支給

●特殊勤務手当 

●時間外勤務手当 
●その他

○ボーナスに相当する手当（年間4.40カ月）
○退職したとき
　（勤務年数に応じ0.5022カ月～ 47.709カ月）

●期末・勤勉手当 
●退職手当

■問合せ先　総務課　人事給与担当　☎ 055（262）4111

計
30億7,049万9,000円

100%
職員１人当たり
給与費

576万1,000円

給料
19億4,767万
4,000円　63%

期末・勤勉手当
7億9,915万7,000円

26%

諸手当
3億2,366万8,000円

11%

　市
の
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
地
方
公
務
員
法
や
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
職
員
の
任
用
、
職
員
数
、
給
与
そ
の
他
の
人
事
に
関
す
る
運
営
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「笛
吹
市
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
滞
納
整
理
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
滞
納
者
に
は
財
産

の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
厳
正
に

行
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

貴
重
な
財
源
で
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
市
民
税
や

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の
市

税
は
、
福
祉
や
子
育
て
、
市
道
の
整
備

な
ど
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
事
業
を

行
う
た
め
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
度
の
市
税
の
滞
納
額
は
総
額
8

億
3
千
2
百
万
円
余
り
で
、
滞
納
整
理

の
結
果
、
平
成
28
年
度
に
比
べ
約
6
千

2
百
万
円
も
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
表
1
参
照
）。

　
ま
た
、
課
税
さ
れ
た
税
額
か
ら
納
付

さ
れ
た
金
額
の
割
合
を
収
納
率
と
い
い

ま
す
。
合
併
以
後
、
市
税
の
収
納
率
は

年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
現
年
度
分

の
収
納
率
に
比
較
し
て
過
年
度
分
の
収

納
率
は
著
し
く
低
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
（
表
2
参
照
）。

　
滞
納
が
続
く
こ
と
は
、
市
の
適
正
な

財
政
運
営
を
妨
げ
、
納
期
限
内
に
納
め

て
い
る
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
滞
納
を
な
く
す
た
め
、
督
促
状
や

催
告
書
に
よ
っ
て
納
付
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
納
付
で
き
る
の
に
納
付
し

な
い
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
き
然
と
対

応
し
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
捜
索
や
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
大
切
な
税
を
確
実
に
納
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
便
利
な
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
ま
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
な
ど
も

ご
利
用
い
た

だ
き
「
納
期

限
内
の
納
付
」

に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

市
税
の
納
付
は
ロ
ー
ン
の

支
払
い
よ
り
も
優
先
さ
れ
ま
す

　
市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納

め
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
場
合
、
図
1

の
よ
う
な
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
市
税
の
徴
収
に
は
、
ロ
ー
ン
な
ど
の

私
債
権
よ
り
も
優
先
権
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
裁
判
所
の
令
状
に
よ
ら
ず
に
差

し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
制
執

行
で
き
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
現
金
以
外
の
財

産
は
、
県
と
の
合
同
公
売
会
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
を
通
じ
て
現
金
化

し
、
滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
困
難
な
事
案
な
ど
は
、

「
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」

へ
移
管
し
、
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
市
税
は
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
市
で
は
今
後
も
市
税
の
収
納
率

向
上
と
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は

収
税
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
災
害
や
事
件
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
会
社
都
合
で
の
失
業

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
市

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
徴
収

の
猶
予
制
度
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、
分
割

納
付
が
で
き
る
と
と
も
に
、
延
滞
金
の
一

部
も
し
く
は
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

県
下
一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
に

つ
い
て

　
県
と
市
町
村
で
は
、
税
の
公
平
性
と

税
収
を
確
保
す
る
た
め
、
県
下
一
斉
滞

納
整
理
強
化
期
間
を
設
定
し
ま
す
。
市

で
は
、
12
月
を
滞
納
整
理
強
化
月
間
と

し
て
設
定
し
、
県
税
と
市
町
村
税
の
滞

納
者
に
対
し
て
、
山
梨
県
総
合
県
税
事

務
所
と
市
町
村
に
よ
る
合
同
捜
索
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
自
動
車
、

動
産
な
ど
）
は
、
Y
a
h
o
o
! 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を

利
用
し
て
売
却
し
ま
す
。

　
税
金
は
納
期
限
内
に
納
付
す
べ
き
も

の
で
す
。
万
が
一
納
期
限
が
過
ぎ
て
い

る
場
合
は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
市
役
所
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

・
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所

　
滞
納
整
理
部

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）9
1
2
2

市
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

？
市
税
を
し
っ
か
り

納
め
て
い
ま
す
か

市税滞納額などの状況 
（表1）▼滞納額の推移

年度

現年度

過年度

合計

平成27年度

2億5,793万円

7億9,137万円

10億4,930万円

平成28年度

1億8,940万円

　7億482万円

8億9,422万円

平成29年度

1億8,493万円

6億4,709万円

8億3,202万円

（表2）▼収納率の推移

年度

全体

現年度

過年度

平成27年度

86.50%

96.90%

17.70%

平成28年度

89.60%

97.70%

23.80%

平成29年度

90.40%

97.80%

18.90%

▼差し押さえの件数と換価額の推移

年度

差押件数

換価額

平成27年度

342件

3,937万円

平成28年度

294件

4,359万円

平成29年度

272件

4,066万円

※市税とは、「市民税」「固定資産税」「軽自動車税」「たばこ税」「入湯税」「都市計画税」などです。
※「現年度分」はその年度に課税された税を指し、「過年度分」は、前年度以前に課税された税金を指します。
※差押件数・換価額には、国民健康保険税を含みます。

（図１）滞納処分の流れ
　納期限までに納付がない場合は、本税に延滞金が加算され、次
のような滞納処分を行います。

①督促・催告
｜
↓

②財産調査
｜
｜
↓

③差し押さえ・捜索
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓

④公売・換価・充当

自主納付を促すため督促状や催告
書を送付します。 

国税徴収法、地方税法の規定によ
り、金融機関、勤務先、取引先な
どに質問や調査を行います。

現金以外の財産は公売（売却）な
どにより換価（現金化）し、滞納額
に充当します。

不動産や自動車などの動産、預貯
金、給与などの債権の差し押さえを
行います。高額滞納者、悪質滞納
者の場合は、財産差し押さえのため
に捜索（住居・事務所など）を行
います。捜索は裁判所の令状を必
要としない強制捜索で、滞納者の
意思によらず行います。 
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
は
、
市
町
村
単
位
か
ら

都
道
府
県
単
位
に
な
り
、
財
政
運
営
の

責
任
主
体
が
県
に
代
わ
り
ま
し
た
。

　こ
の
変
更
に
伴
い
算
定
方
式
の
見
直

し
を
行
い
、
資
産
割
を
賦
課
し
な
い
3

方
式
へ
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
加
入
す
る
被
保
険
者
の

就
業
形
態
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、
資

産
割
に
対
す
る
不
公
平
感
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
県
内
に
お
い

て
も
資
産
割
を
賦
課
す
る
市
町
村
が
減

っ
て
い
る
こ
と
や
県
の
運
営
方
針
の
中

で
「
将
来
的
に
は
保
険
税
の
一
本
化
を

目
指
す
」
と
し
て
お
り
、
市
町
村
で
異

な
る
算
定
方
式
を
3
方
式
に
統
一
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
税
率
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

4
方
式
（
平
成
30
年
度
ま
で
）

 

「
所
得
割
」+「
資
産
割
」+

 

「
均
等
割
」+「
平
等
割
」

 

3
方
式
（
平
成
31
年
度
か
ら
）

 

「
所
得
割
」+「
均
等
割
」+「
平
等
割
」

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

公
共
交
通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
所
得
割
：
前
年
の
所
得
に
対
し
て
賦

課
さ
れ
る
金
額

○
資
産
割
：
笛
吹
市
の
固
定
資
産
税
に

対
し
て
賦
課
さ
れ
る
金
額

○
均
等
割
：
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
に

賦
課
さ
れ
る
金
額

○
平
等
割
：
世
帯
に
賦
課
さ
れ
る
金
額

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

正
月
寄
せ
植
え
体
験

▼
日
時

　12
月
15
日（
土
）

　午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所

　ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師

　福
嶋 

孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員

　24
人

▼
参
加
費
　2
0
0
0
円

▼
申
し
込
み

　必
要

森
の
木
の
実
で
リ
ー
ス
作
り

▼
日
時
　12
月
22
日（
土
）・23
日（
日
・祝
）

　午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所

　ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師

　金
川
の
森
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員

　各
回
15
人

▼
参
加
費
　無
料  

▼
申
し
込
み

　必
要

冬
の
森
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　12
月
22
日（
土
）・23
日（
日
・祝
）

　24
日（
月
・振
休
）
　

　午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
集
合
場
所

　ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
内
容
　冬
の
自
然
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
な
が
ら
森
を
巡
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▼
参
加
費
　無
料  

▼
申
し
込
み

　不
要

▼
申
し
込
み

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

に
電
話
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
、
ま

た
は
窓
口
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　E
メ
ー
ル

　info@
kanegaw

a-park.com

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://kanegaw
a-park.com

/

　市
民
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
演
奏

を
聴
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
さ
さ
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
）。

▼
日
時
　12
月
9
日（
日
）

　午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所

　春
日
居
郷
土
館

▼
入
館
料

　無
料  

▼
申
し
込
み

　不
要

　
■
問
合
せ
先

　春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

　珍
し
い
バ
ス
車
両
の
展
示
や
バ
ス
の

体
験
乗
車
、
ミ
ニ
電
動
バ
ス
を
は
じ
め
、

無
料
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
公
共
交
通
と
身
近
に
触
れ
合

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
　12
月
1
日（
土
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　甲
府
駅
北
口
広
場
・
南
口
広
場

■
問
合
せ
先

　県
交
通
政
策
課

　☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
5
3

催
　し

Inform
ation of living

金
川
の
森

12
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
税

算
定
方
式
を
変
更
し
ま
す

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

　恒例のシールアンケートも実施。皆さんのご協力に感謝し
ます。アンケートの結果は以下のとおりです。

①１日1回は家族全員で食事をとっていますか？

　ＹＥＳ：男性50人、女性105人　計155人
　Ｎ　Ｏ：男性14人、女性31人  　計45人

※7割強の方が1日1回は家族全員で食事をしているとの回答
でした。大切な一家団らんの時間をもっと増やしていけるよ
うに、さまざまな提案をしていきたいと感じました。

②あなたは市民提案による「笛吹市男女共同参画推進条例」が制定されている
ことを知っていますか？

　ＹＥＳ：男性27人、女性44人　計71人
　Ｎ　Ｏ：男性43人、女性90人　計133人
※６割の方が「笛吹市男女共同参画推進条例」が制定されていることを知らな
いという結果となりました。市民の皆さんに理解を深めていただけるよう啓
発活動に力を注いでいきたいと思います。

男女共同参画宣言都市　笛吹市
■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎ 055（262）4111

　10月14日、笛吹市民まつりにおいて、推進委員会ではお
赤飯やフランクフルト、ソフトドリンクの販売とともに、男
女共同参画を推進するための普及啓発を行いました。
　当日は肌寒い時間もありましたが、日中にかけて天気も回
復し、多くの方に推進委員会のブースに立ち寄っていただき
ました。大変ありがとうございました。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

10月14日、笛吹市民まつりにおいて、推進委員会ではお
赤飯やフランクフルト、ソフトドリンクの販売とともに、男

笛吹市男女共同参画推進委員会

市民まつりでアンケートを実施！
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イルミネーションをお楽しみください　絵
顔
の
会
の
会
員
8
人
に
よ
る
似
顔

絵
作
品
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
　12
月
26
日（
水
）ま
で

▼
場
所
　青
楓
美
術
館

○
開
館
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　月
曜
日
、
12
月
25
日（
火
）

※
祝
日
は
除
く

■
問
合
せ
先

・
青
楓
美
術
館

　☎
0
5
5
3（
4
7
）2
1
2
2

・
文
化
財
課

　文
化
財
担
当 

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

山
梨
英
和
高
等
学
校
聖
歌
隊
ハ
ン

ド
ベ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　今
年
も
山

梨
英
和
高
等

学
校
聖
歌
隊

に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

お
子
さ
ん
か

ら
大
人
の
方

ま
で
ご
一
緒

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
と
と
き
を
ハ
ン

ド
ベ
ル
の
音
色
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　12
月
15
日（
土
）

○
開
場

　午
後
1
時
30
分

○
開
演

　午
後
2
時

▼
場
所
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

▼
曲
目
　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ

　ほ
か

▼
入
場
料
　無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

フ
ィ
ー
リ
ン
グ 

ジ
ャ
ズ 

オ
ー
ケ

ス
ト
ラ 
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、
1
9
6
4
年
の
結
成
以
来
完
全

ア
マ
チ
ュ
ア
主
義
の
も
と
、
ラ
イ
ブ
コ

ン
サ
ー
ト
、
催
事
へ
の
出
演
、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多

方
面
に
わ
た
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
交
え
て

の
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　12
月
22
日（
土
）

○
開
場

　午
後
1
時
30
分

○
開
演

　午
後
2
時

▼
場
所
　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

▼
曲
目
　シ
ン
グ
シ
ン
グ
シ
ン
グ
、
美

女
と
野
獣

　ほ
か

　
　

▼
入
場
料
　無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

■
問
合
せ
先
　（公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　笛
吹
市
空
家
等
対
策
協
議
会
は
、
平

成
30
年
10
月
10
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た

「
笛
吹
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　市
で
は
、
空
家
等
対
策
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
附
属
機
関
で
あ
る
協
議
会

に
、
よ
り
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　平
成
30
年
4
月
1
日
現

在
満
20
歳
以
上
の
笛
吹
市
在
住
の
方

▼
任
期
　委
嘱
し
た
日
か
ら
2
年

▼
内
容
　委
員
と
し
て
年
に
数
回
程

度
、
協
議
会
で
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　2
人

▼
応
募
方
法
　12
月
3
日（
月
）〜
14
日

（
金
）ま
で
に
、
専
用
の
応
募
用
紙

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
）
に
記
入
の

上
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
へ
持
参
、

郵
送
ま
た
は
F
A
X
の
い
ず
れ
か
で

▼
選
考
方
法
　応
募
資
格
を
満
た
し
た

方
の
中
か
ら
書
類
選
考

※
選
考
の
結
果
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
|
8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

笛
吹
市
役
所
　ま
ち
づ
く
り
整
備
課

都
市
整
備
担
当

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

℻
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
5

　2
0
2
0
年
4
月
、
増
穂
商
業
高
校

と
市
川
高
校
お
よ
び
峡
南
高
校
の
3
校

を
再
編
し
て
、
現
在
の
市
川
高
校
と
そ

の
隣
接
地
に
、
本
県
は
じ
め
て
の
商
業

科
･
普
通
科
・
工
業
科
の
3
学
科
か
ら

な
る
単
位
制
･
総
合
制
高
校
を
開
校
し

ま
す
。

　県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
学
校

と
す
る
た
め
に
、
広
く
校
名
を
募
集
し

ま
す
。
新
し
い
高
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校

名
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
募
集
期
間
　12
月
11
日（
火
）〜
平
成

31
年
1
月
25
日（
金
）【
必
着
】

▼
応
募
方
法
　「高
校
の
名
称
、
ふ
り

が
な
、
そ
の
理
由
」「
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
」
を
記
載
し
、
E

メ
ー
ル
ま
た
は
、
は
が
き
で

▼
決
定
方
法
　応
募
さ
れ
た
校
名
と
そ

の
理
由
を
参
考
に
し
て
、
県
教
育
委

員
会
で
原
案
を
作
成
し
、
県
議
会
に

お
い
て
決
定
し
ま
す
。

※
応
募
の
多
い
校
名
が
選
ば
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
合
せ
先
　

　〒
4
0
0
|
8
5
0
4

　甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6
|
1

県
教
育
庁
高
校
改
革
・
特
別
支
援
教

育
課

　校
名
募
集
担
当

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
7
6
7

E
メ
ー
ル

koukai-tokushi@
pref.yam

a
nashi.lg.jp

▼
日
時
　平
成
31
年
1
月
12
日（
土
）

　午
前
10
時
〜
午
後
2
時
予
定

▼
場
所

　八
代
総
合
会
館

　調
理
実
習
室

▼
定
員
　15
家
族
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
　1
家
族
5
0
0
円

▼
内
容
　今
回
は
仕
込
み
作
業
を
行
い

ま
す
。
仕
込
ん
だ
み
そ
は
、
発
酵
・

熟
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
一

度
推
進
委
員
会
で
預
か
り
ま
す
。
熟

成
が
終
わ
っ
た
み
そ
を
お
渡
し
す
る

時
期
は
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　12
月
14
日（
金
）午
後
5

時
ま
で
に
、
代
表
者
氏
名
・
申
込
人

数
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

（
日
中
連
絡
が
取
れ
る
も
の
）
を
E

メ
ー
ル
、
F
A
X
、
郵
送
、
持
参
ま

た
は
電
話
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　市
民
活
動
支
援

課

　市
民
活
動
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　℻
0
5
5（
2
6
2
）4
1
4
8

E
メ
ー
ル

shim
inkatsudoh@

city.fuefu
ki.lg.jp

※詳しくは、お問い合わせください。

ぶ
ど
う
畑
の

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
私
た
ち
の
似
顔
絵
展
2
」

ふ
え
ふ
き
文
化・ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
の
催
し

男
女
共
同
参
画
推
進 

家
族

の
料
理
教
室「
み
そ
作
り
」

笛
吹
市
空
家
等
対
策

協
議
会
委
員
募
集

峡
南
地
域
の
新
設
高
等
学

校
の
校
名
を
募
集
し
ま
す

募
　集

講
座・教
室

　石和温泉駅前広場および駅前通りの街路樹と石和温泉
旅館街のさくら温泉通りにイルミネーションを設置しまし
た。
　幻想的に彩られた街並みを、ぜひご覧ください。

▼期間　12月1日(土) ～平成31年2月28日（木）

▼時間　日没～午後10時

▼場所　○石和温泉駅前広場および駅前通り
○石和温泉旅館街 さくら温泉通り（笛吹市石和町川中島）
※さくら温泉通りへお越しの際には、石和源泉足湯ひろば
の駐車場（無料）をご利用ください。

　ただし、午後10時で閉鎖しますので、ご注意ください。

■問合せ先　笛吹市観光物産連盟 ☎055（261）2829

能力開発セミナー
内容・備考 申込・問合せ先

▼アクセスデータベース構築演習講
座（平成31年2月開講）

※仕事に役立つスキルアップ講座を
通年で行っています。

▼生産管理
（平成31年1月開講）

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）
☎055（251）3210

山梨県職業能力開発協会
（甲府市大津町2130-2）
☎055（243）4916
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談



▼
対
象
　
市
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
、
市
内
中
学
校
野
球
部
員

※
見
学
は
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
9
日（
日
）午
前
9
時
〜

▼
場
所
　
石
和
農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※
雨
天
時
は
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
館
体
育
館

▼
講
師
　
プ
ロ
野
球
の
現
役
・
元
選
手

合
計
7
人
を
予
定

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

■
申
込
・
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ

き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

▼
対
象
　
55
歳
以
上
の
県
民

▼
日
時
　12
月
5
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
3
階

第
4
会
議
室

▼
内
容

○
講
演
「
農
業
分
野
で
働
く
新
し
い
働

き
方
」　
講
師
　
矢
冨
直
美
氏
（
東

京
大
学
協
力
研
究
員
）

・
情
報
提
供
「
サ
ン
ト
リ
ー
ワ
イ
ナ
リ

ー
、
ピ
ー
チ
専
科
ヤ
マ
シ
タ
な
ど
の

お
仕
事
情
報
」　

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
農
業
で
ど
の
よ

う
に
働
き
た
い
か
?
」

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　（
一
社
）セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
雨
宮
）　

　
☎
0
8
0（
4
8
6
4
）1
1
1
9
　

▼
日
時
　
12
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）・

14
日（
金
）午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館
　
研
修
室

▼
定
員
　
各
16
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
2
0
0
円
　

▼
申
し
込
み
　
12
月
1
日（
土
）〜
10
日

（
月
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
に
電
話

で 

※
火
曜
日
を
除
く

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

　
裁
判
官
や
裁
判
所
職
員
等
が
、
皆
さ

ん
の
企
業
や
学
校
、
地
域
の
集
ま
り
な

ど
に
出
向
い
て
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
説
明
し
、
裁
判
員
裁
判
に
関
す
る
疑

問
に
分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま
す
。

▼
対
象
　
県
内
の
企
業
、
学
校
、
P
T
A
、

自
治
会
な
ど
の
団
体

▼
日
時
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
ま
で
の
間
の
1
時
間
程
度

▼
場
所
　
ご
希
望
の
場
所

▼
参
加
人
数
　
お
お
む
ね
10
人
程
度
か
ら

▼
費
用
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
電
話
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局 

総
務
課

　
☎
0
5
5（
2
3
5
）1
1
3
3

　
失
業
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢
者

の
方
な
ど
で
生
活
に
困
窮
す
る
方
の
た

め
、
市
で
は
定
期
的
な
フ
ー
ド
バ
ン
ク

支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
食

品
数
は
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
食
を
必

要
と
す
る
方
た
ち

へ
お
届
け
す
る
食

品
を
住
民
参
加
で

集
め
る
取
り
組
み
と
し
て
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
も
し
く
は
職
場
に
眠
っ
て
い
る
食
品

を
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
12
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）

▼
寄
付
食
品
　
カ
レ
ー
な
ど
の
レ
ト
ル

ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・

パ
ス
タ
・
う
ど
ん
な
ど
の
麺
類
、
缶

詰
、
ノ
リ
な
ど
の
乾
物
、
ふ
り
か
け
、

即
席
ス
ー
プ
、
調
味
料
、
お
菓
子
、

お
米
な
ど

▼
収
集
場
所
　
生
活
援
護
課
お
よ
び
各

支
所

▼
注
意
事
項

〇
賞
味
期
限
が
2
0
1
9
年
（
平
成
31

年
）
1
月
1
日
以
降
の
も
の

〇
未
開
封
で
、
破
損
な
ど
で
中
身
が
出

て
い
な
い
も
の

〇
お
米
は
平
成
29
年
度
産
以
降
の
も
の

■
問
合
せ
先

・
認
定
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

　
☎
0
5
5（
2
9
8
）4
8
4
4

・
生
活
援
護
課
　
生
活
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
5

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年

12
月
〜
3
月
頃
に
か
け
て
流
行
し
ま

す
。
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
い
っ
た

ん
流
行
し
始
め
る
と
短
期
間
に
多
く
の

人
へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

　
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
、
全
身
倦
怠
感
等
の
症
状
が
比

較
的
急
速
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
、
お

子
さ
ん
で
は
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
、
高

齢
の
方
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
方

で
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
、
重
症
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感
染
経
路

は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
に
口
か
ら
発

生
さ
れ
る
小
さ
な
水
滴
（
飛
沫
）
に
よ

る
感
染
で
す
。

○
普
段
か
ら
皆
が
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心

が
け
、
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

は
で
き
る
だ
け
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。

○
鼻
水
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ

う
。

○
外
出
後
は
、
う
が
い
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
適
度
な
湿
度
（
50
％
〜
60
％
）
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。
空
気
が
乾
燥
す
る

と
、
気
道
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下

し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

○
十
分
な
休
養

と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
栄

養
摂
取
を
心

が
け
ま
し
ょ

う
。

○
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ

う
。
特
に
高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
、
妊
婦
、
体
調
の
悪
い
方
、

睡
眠
不
足
の
方
は
、
人
混
み
へ
の
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

外
出
し
て
人
混
み
に
入
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
に
は
、
不
織
布
製
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こ
と
は
一
つ
の
防
御
策

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
具
合
が
悪
い
場
合
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
を

し
て
、
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ

け
医
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
期
は
、
抵

抗
力
が
弱
い
患
者
さ
ん
を
守
る
た
め
に

多
く
の
病
院
で
面
会
が
制
限
さ
れ
ま

す
。
お
見
舞
い
は
、
事
前
に
病
院
に
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
と
ご

自
身
の
健
康
の
た
め
に
面
会
を
控
え
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　
例
年
と
比
較
し
て
、
関
東
地
方
と
愛

知
県
で
風
し
ん
の
報
告
数
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
患
者
の
多
く
は
、
30

代
か
ら
50
代
の
男
性
で
、
こ
の
世
代
の

男
性
に
は
、
風
し
ん
に
対
す
る
十
分
な

免
疫
（
抗
体
）
を
持
っ
て
い
な
い
方
が

2
割
程
度
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
、
風
し
ん
の
報
告

数
の
増
加
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
に
多
く
の
方
が
国
内
移
動
す
る

と
感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
と
は

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る

急
性
の
発
疹
性
感
染
症
で
す
。
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
他
人
に
感
染
し
ま
す
。

感
染
す
る
と
、
発
熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ

節
腫
脹
と
い
っ
た
風
邪
に
よ
く
似
た
症

状
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
場
合
は
、
数

日
で
治
り
ま
す
。
大
人
が
か
か
る
と
、

子
ど
も
よ
り
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
妊
娠
早
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（
眼
や
耳
、

心
臓
に
障
が
い
が
出
る
こ
と
）
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う

○
定
期
予
防
接
種
　

・
第
1
期
：
1
歳
以
上
2
歳
未
満

・
第
2
期
：
5
歳
以
上
7
歳
未
満
で
小

学
校
就
学
前
1
年
間
（
年
長
児
）

※
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

○
任
意
の
予
防
接
種
　
次
の
方
の
う

ち
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
方
ま
た
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
予
防
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
接
種
費
用

は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
30
代
〜
50
代
の
男
性

・
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
お
よ
び
そ
の
他

の
同
居
の
家
族

・
10
代
後
半
〜
40
代
の
女
性
（
特
に
妊

娠
希
望
者
ま
た
は
妊
娠
す
る
可
能
性

の
高
い
方
）

※
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

○
県
で
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
平
成
31

年
3
月
ま
で
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

　
　
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
各
保
健
所
で
抗

体
検
査
を
し
て
確
認
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

・
風
し
ん
抗
体
検
査
に
関
す
る
こ
と

　
峡
東
保
健
所

　
☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
2

・
そ
の
他
風
し
ん
に
関
す
る
こ
と

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

け
ん
た
い

ふ
し
ょ
く
ふ

し
ゅ
ち
ょ
う

ひ
ま
つ

ご
家
庭
・
職
場
に
眠
っ
て

い
る
食
品
を
ご
寄
付
く
だ

さ
い 
〜
第
16
回
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
〜

果
樹
農
業
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

〜
農
業
就
労
セ
ミ
ナ
ー
〜

裁
判
員
制
度
訪
問
説
明
会

（
出
前
講
義
）

伝
承
切
り
紙
で

正
月
飾
り
を
作
ろ
う

野
球
教
室
参
加
者
募
集

風
し
ん
の
流
行
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

健
康・福
祉
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談



　年
を
と
っ
て

心
身
の
活
力（
筋

力
、
認
知
機
能
、

社
会
と
の
つ
な

が
り
な
ど
）
が

低
下
し
た
状
態

を「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
い
ま
す
。

東
京
大
学
が
開
発
し
た
チ
ェ
ッ
ク
に
よ

り
、
自
分
自
身
で
早
期
に
フ
レ
イ
ル
の

兆
候
に
気
付
く
た
め
に
簡
単
な
体
力
検

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　笛
吹
市
に
住
所
の
あ
る
60
歳

以
上
の
方

▼
日
時
　12
月
26
日（
水
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

　多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員
　20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　12
月
12
日（
水
）ま
で
に

電
話
で
（
平
日

　午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
）

※
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
65
歳
以
上
を

対
象
に
デ
ー
タ
を
分
析
し
寝
た
き
り

に
な
り
や
す
い
か
を
判
定
し
て
い
ま

す
。
60
歳
〜
64
歳
の
方
に
は
判
定
が

や
さ
し
く
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　長
寿
介
護
課

　介
護
支
援
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　次
に
該
当
す
る
方
の
自
家
用
自
動
車
燃

料
費
が
、
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
事
業
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　平
成
30
年
度
分
の
自
動
車
税

も
し
く
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
（
軽
自
動
車
の
場
合
は

平
成
31
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
を
含
む
）、
ま
た
は

家
族
運
転
者
と
し
て
申
請
を
し
て
い

る
方
で
⑴
〜
⑶
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1

級
ま
た
は
2
級
で
あ
る
こ
と

⑵
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の

程
度
が
A
|
1
、
A
|
2
a
、
A
|

2
b
ま
た
は
A
|
3
で
あ
る
こ
と

⑶
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
が
い
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
1
項
症
ま
た
は

第
2
項
症
で
あ
る
こ
と

▼
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

　平
成
30
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自
動

車
ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た

め
購
入
し
た
燃
料
（
1
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
ガ
ソ
リ
ン
は
40
円
、
軽
油
は
18

円
）

▼
日
時
　12
月
26
日（
水
）

○
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　市
役
所
本
館
前
駐
車
場

▼
持
ち
物
　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

▼
日
時
　12
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
1
件
に
付
き
約
1
時
間
の
相
談

▼
場
所
　県
立
盲
学
校

　（甲
府
市
下
飯
田
2
|
10
|
2
）

▼
内
容
　見
え
方
や
目
の
こ
と
に
つ
い

て
全
般
。
主
に
、
支
援
、
教
育
、
学

習
、
進
路
に
つ
い
て
の
相
談

▼
参
加
料
　無
料

▼
申
し
込
み
　12
月
6
日（
木
）ま
で
に

電
話
で
（
平
日

　午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　県
立
盲
学
校
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
）

　☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1

▼
対
象
　市
内
の
小
学
生

　

▼
日
時
　12
月
8
日（
土
）

　午
後
1
時
〜
3
時

　

▼
場
所
　一
宮
児
童
館

▼
講
師
　沖
津

　香
奈
子
氏
（
紙
を
楽

し
むKira

×Kira sketch

代
表
）

▼
定
員
　20
人

▼
参
加
費
　無
料

▼
申
し
込
み
　必
要

　

■
申
込
・
問
合
せ
先
　一
宮
児
童
館

　

　☎
0
5
5
3（
4
7
）7
9
5
2

▼
対
象
　2
〜
3
歳
児
の
親
子

▼
日
時
　12
月
10
日（
月
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

▼
場
所
　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　栗
林

　瑞
希
氏

▼
定
員
　10
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　無
料 

▼
申
し
込
み
　必
要

■
申
込
・
問
合
せ
先

　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

■問合せ先　子育て支援課
　子育て支援担当
　☎ 055（261）1904

※
期
間
の
途
中
で
税
の
減
免
手
続
き
を

し
た
場
合
は
、
手
続
き
を
し
た
日
の

翌
月
分
か
ら
が
対
象
期
間
で
す
。

※
車
の
乗
り
換
え
な
ど
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
助
成
対
象
期
間
に
中
断
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
持
ち
物 

○
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書

○
宛
名
に
助
成
対
象
者
氏
名
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計
算
書

ま
た
は
支
払
証
明
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（「
減
免

申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

○
印
鑑
、
車
検
証
お
よ
び
請
求
者
名
義

の
預
金
通
帳

▼
申
請
書
類
の
配
布
な
ど
　笛
吹
市
、
山

梨
市
、
甲
州
市
の
障

害
福
祉
担
当
課
の
窓

口
、
峡
東
保
健
福
祉

事
務
所
・
福
祉
課
窓

口
に
設
置

※
県
峡
東
保
健
福
祉
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

※
受
付
期
間
内
に
手
続
を
し
な
い
場
合

に
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
郵
送
・
問
合
せ
先
　

　山
梨
市
下
井
尻
1
2
6
|
1

東
山
梨
合
同
庁
舎

　山
梨
県
峡
東
保

健
福
祉
事
務
所

　福
祉
課

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
0

℻
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
4

12月3日（月）
12月4日（火）
12月5日（水）
12月6日（木）
12月7日（金）
12月9日（日）

午前9時～正午、午後1時30分～5時　
午前9時～正午、午後1時30分～5時、午後5時30分～7時
午前9時～正午、午後1時30分～5時　
午前9時～正午、午後1時30分～5時
午前9時～正午、午後1時30分～5時、午後5時30分～7時
午前9時～正午、午後1時30分～4時　

介
護
予
防
事
業

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェッ
ク
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

心
身
障
害
者
の
自
動
車

燃
料
費
が
助
成
さ
れ
ま
す

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
で

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ

ク
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

冬
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子 

育 

て

▼受付日時・場所

郵便料金が不足している場合は受領できません。また、申請書類の不備がある場合
も、受け付けすることができません。1月8日（火）～ 2月8日（金）までの消印のある
ものに限ります（手帳、車検証、預金通帳（表と見開き部分）のコピーを添付）。

1月9日（水）
1月15日（火）
1月21日（月）
1月24日（木）

東山梨合同庁舎　101会議室
学びの杜みさか　講座教室
東山梨合同庁舎　101会議室
スコレーセンター　会議室・研修室

持参 午前10時～正午、
午後1時～ 3時

※峡東保健福祉事務所でも、1月8日（火）から2月8日（金）まで受け付けできますが、担当不在の
場合その場で受け付けできないことがありますので、ご承知願います。

日　程 場　所 受付期間

郵送

平成31年度学童保育室利用
申請書の受付を開始します
　平成31年4月から学童保育クラブを利用される方の申請受付を次のとおり行いま
す。

▼ 受付期間

▼受付場所　市役所保健福祉館１階　101会議室
※今年度利用中の保護者の方についても、上記場所での受け付けとなります。学童
保育クラブでの受け付けは行いません。

▼ 注意事項
○申請書をまだお持ちでない方は、受け付けまでに用意していただく書類がありま
す。事前に子育て支援課窓口で書類をお受け取りください。

○申込者が多数の場合は、利用できない場合があります（低学年児童、ひとり親家
庭の児童、障がいのある児童を優先）。

○現在学童保育室を利用している児童も、来年度も利用を希望する場合は新たに申
請が必要です。

○学童保育料に滞納がある場合は、申請書を受け付けられませんので、速やかに納
付をお願いします。
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（Android版） （iOS版）

http://kidsyatsushiro.yukigesho.com/

※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

http://www.yuyuyu.org/

子育て支援センター情報
　子育て支援センター情報は、市のスマートフォンアプリ
「ふえふき子育て広場」からも確認できます。

ダウンロードは
こちらから

八代教会でクリスマス会

▼対象　未就園児親子　 ▼定員　20組　

▼日時　12月13日(木)午前10時30分～11時30分

▼参加費　100円　 ▼申し込み　必要
　
絵本の時間＆プチ工作

▼対象　未就学児親子

▼日時　12月14日(金)午前11時～11時30分

▼申し込み　不要

プレママの日
～赤ちゃんの必需品作り～

▼対象　初産婦、経産婦（託児付き）

▼日時　12月20日（木）午前10時30分～正午

▼持ち物　裁縫道具　 ▼参加費　500円

▼申し込み　必要

12月生まれのお誕生日会
▼日時　12月5日（水）午前11時～11時30分

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要
※カード製作あり

みちこ先生とミニクリスマス会♪

▼対象　未就学児親子

▼日時　12月14日（金）
　午前10時30分～ 11時30分

▼講師　河野道子氏（ISAWA英語教室）

▼定員　10組　 ▼参加費　無料

▼申し込み　必要

ファミリーの日「しめ縄作り」

▼対象　未就学児保護者（ゆるやか託児あり）

▼日時　12月16日（日）午前10時30分～正午

▼講師　雨宮美香氏（Himmel主宰）

▼定員　8組　 ▼参加費　1,000円

▼申し込み　必要

子育てママの自分の気持ちと
向き合う時間
　毎日、子育てをがんばっているあなたへ。子
どもは愛おしい。でも、イライラしたり、ガミガ
ミ怒ってしまう自分を責めていませんか。ママの
心に少しでもゆとりが持てるように、ワークやシ
ェアしながら学びます。

▼対象　0歳～就学前のお子さんを子育て中の母親

▼日時　12月2日（日）午前10時～正午

▼講師　功刀京子氏（アドラー心理学カウンセラー）

▼定員　20人　 ▼参加費　無料

▼申し込み　必要
※託児あり、1人500円で10人まで

ベビーボンディングケア（オイルを
使った4回コースのベビーマッサージ）

▼対象　生後2カ月～ハイハイ前のお子さんと保護者
▼日時　12月5日・12日・19日・26日（各水

曜日）午前10時30分～正午

▼定員　10組（最少遂行人数　3組）

▼参加費　4回コース3,000円(心理学のブック
レット付き音楽CDとマッサージオイル1本付き)

▼持ち物　普段使っているバスタオル、フェイス
タオル　 ▼申し込み　必要

川辺修作先生のぷち子育て講座＆個
別相談 テーマ「子どもと食事」

▼日時　12月18日（火） ○個別相談　午前10時～、
10時30分～（各1組）　○講座　午前11時～

▼参加費　無料　 ▼申し込み　個別相談のみ必要

http://www.wakabahoikuen.net/

きっずやつしろ
☎055（265）5252

きっずいちのみや ☎0553(47)1345 つどいの広場ゆうゆうゆう
☎055（261）0218

わかばほいくえん
☎055（263）1780

赤ちゃんの日

▼対象　生後2カ月～10カ月のお子さんとその
保護者

▼日時　12月13日（木）
○午前10時30分～正午
○午後2時30分～ 4時 

▼申し込み　必要

親子で楽しむクリスマスコンサート

▼対象　未就学児（0歳～）とその保護者

▼日時　12月17日（月）
　午前10時15分～11時15分

▼申し込み　必要

12・1月生まれのお誕生会

▼対象　未就学児とその保護者

▼日時　12月18日（火）午前10時30分～11時30分

▼持ち物　該当誕生月のお子さんの写真（横向
きのL版）

▼申し込み　不要

ほっとなアート

▼対象　未就学児の保護者（初回の方優先・託児あり）

▼日時　12月20日（木）午前9時50分～正午

▼講師　天沼　操氏（臨床美術士）

▼内容　クリスマスカードの作成（予定）

▼申し込み　必要

http://blogs.yahoo.co.jp/kidsisawa5
※イベント情報

は、QRコード
からチェック
してください。

おもちゃ病院

▼日時　12月13日（木）
　午前9時～正午

▼講師　葭沢一正氏

▼持ち物　壊れたおもちゃ、
　説明書

▼申し込み　不要
※おもちゃの修理はお子さん1人につき1つまで

アロマでオリジナル香水づくり

▼日時　12月25日（火）午前10時30分～11時30分

▼材料費　800円　 ▼申し込み　必要

きっずいさわのクリスマス

▼日時　12月20日（木）午前10時～11時30分

▼場所　ホテル春日居　 ▼申し込み　必要

12月・1月生まれの誕生会

▼日時　12月18日（火）
　午前10時30分～11時30分

▼持ち物　お子さんの写真(Ｌ版)

▼申し込み　必要

きっずいさわ
☎055（225）5057

※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

クリスマス会

▼対象　未就園児親子

▼日時　12月6日（木）
○受付　午前10時
○開催　午前10時30分～11時

▼場所　御坂児童センターホール

▼定員　50組　 ▼参加費　無料

▼申し込み　来館で

アロマ講座

▼対象　市内在住の未就園児親子（初めての方
優先）

▼日時　12月13日（木）午前10時30分～11時

▼講師　笠井樹子氏（アトリエプレジール主宰）

▼内容　ワクワクプログラム　 ▼定員　12組

▼参加費　無料　 ▼申し込み　来館で

手型・足型をとろう

▼対象　未就園児親子

▼日時　12月21日（金）午前10時～11時30分

▼持ち物　おしりふきまたはウエットティッシュ

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

http://www.apps.or.jp/
きっずみさか
☎055（261）8688

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/kodomoen/isawa/

DROP IN

▼日時　12月5日・12日・19日（各水曜日）午前10時30分～12時30分

▼内容　季節の制作・遊び、臨床心理士による子育て相談　※スープランチ付き

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

おでかけひろば
▼日時　12月11日・25日（各火曜日）午前10時30分～11時30分

▼場所　イオン石和店2階　セリア側エスカレーター横

▼内容　英語あそびを交えて親子のふれあいあそび、絵本の読み聞かせ

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

心も身体もリフレッシュ「体操教室」

▼日時　12月21日（金）午前10時30分～11時30分　 ▼場所　春日居あぐり情報ステーション

▼内容　簡単なストレッチや体を使ったあそび　 ▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要
※動きやすい服装でお越しください。

えいわ
☎055（262）3880
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▼
対
象

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
　
12
月
12
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
内
容

　
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
境
川
児
童
館

　
☎
0
5
5（
2
6
6
）8
0
7
7

▼
対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
（
親
子
で
も

参
加
可
）

▼
日
時
　
12
月
22
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
ぶ
た
の
た
ね（
人
形
劇
）、
お

さ
か
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ブ
ラ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
）
ほ
か

▼
定
員
　
50
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
12
月
15
日（
土
）ま
で

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
八
代
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）2
1
8
7

申
告
書
作
成
会
場
の

開
設
日
程
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）

〜
3
月
15
日（
金
）

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

○
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

○
相
談
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
会
場
　
夢
わ
ー
く
山
梨
3
階
　
大
集

会
室
（
山
梨
市
上
神
内
川
1
3
4
8
）

※
山
梨
税
務
署
に
は
、
申
告
書
作
成
会

場
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
に
は
、

受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
各
申
告
書
に
つ
い
て

は
、
税
務
署
へ
提
出
す
る
都
度
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
と
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

▼
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す
る

書
類
の
例

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

　
カ
ー
ド
）
の
み
【
番
号
確
認
お
よ
び

身
元
確
認
書
類
】

○
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
票
の
写
し

（
番
号
記
載
あ
り
）
な
ど
【
番
号
確

認
書
類
】＋
運
転
免
許
証
ま
た
は
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
【
身
元
確
認
書
類
】

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
（
領
収
書
の
提
出
は
不
要
）。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
5
年
間

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
税
務

署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
掲
示

ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
）。

※
医
療
費
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た

医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細

の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

（
注
）
平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分

ま
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示

に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
1
月
か
ら

e
|
T
a
x
の
利
用
手
続
き
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
す

　「
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」
を
選
択

い
た
だ
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
を
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す

①【
税
務
署
で
】
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方

式
の
申
請
（
こ
の
申
請
は
平
成
30
年

1
月
以
降
行
っ
て
い
ま
す
）

・
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人

確
認
の
後
、
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
即

日
発
効
し
ま
す
。

・
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

②【
ご
自
宅
な
ど
で
】

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
ｅ
|
Ｔ
ａ

ｘ
で
送
信
（
申
告
書
を
提
出
）

※
①
で
取
得
し
た
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

利
用
し
て
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
れ

ば
申
告
完
了
で
す
。

（
注
）
平
成
31
年
1
月
以
降
は
税
務
署

が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ID
・
パ
ス
ワ

ー
ド
の
発
行
を
希
望
す
る
方
は
、
年

内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　

■
問
合
せ
先
　
山
梨
税
務
署

　
個
人
課
税
部
門
（
内
線
31
）　

☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

案
内
番
号
「
2
」

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年

以
上
を
経
過
し
た
家
屋
で
、
平
成
32
年

3
月
31
日
ま
で
に
、
所
定
の
改
修
工
事

を
行
っ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

※
新
築
軽
減
・
耐
震
改
修
と
同
時
適
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
こ
う
配
の
緩

和
、
ト
イ
レ
の
改
良
、
手
す
り
の
取

り
付
け
、
床
の
段
差
の
解
消
な
ど

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
　
翌
年
度
1
年
分

の
対
象
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
を
3

分
の
1
減
額
（
1
0
0
㎡
相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
要
件

○
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
住
宅

・
賦
課
期
日
に
お
け
る
年
齢
が
65
歳
以

上
の
方

・
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
障
が
い
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
が
50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
（
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
額
）

○
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
2
8
0
㎡
以
下

▼
申
請
方
法
　「
改
修
後
3
カ
月
以
内
」

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書
、
手
帳
の
写
し
、
工
事

明
細
書
、
改
修
箇
所
の
写
真
、
領
収

書
の
写
し
、
補
助
金
や
介
護
保
険
法

の
給
付
等
を
受
け
て
い
る
方
は
当
該

交
付
決
定
通
知
書
な
ど
の
写
し

省
エ
ネ
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
平
成
20
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
32
年
3
月
31

日
ま
で
に
、
左
記
の
箇
所
に
係
る
省

エ
ネ
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

○
窓（
必
須
）、
床
、
天
井
、
壁

※
新
築
軽
減
・
耐
震
改
修
と
同
時
適
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
　
翌
年
度
1
年
分

の
対
象
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
を
3

分
の
1
減
額
（
1
2
0
㎡
相
当
ま

で
）、
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当

す
る
場
合
は
固
定
資
産
税
額
を
3
分

の
2
減
額
（
1
2
0
㎡
相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
要
件

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
が

50
万
円
超
で
あ
る
こ
と
（
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
な
ど

を
除
く
自
己
負
担
額
）

○
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
2
8
0
㎡
以
下

▼
申
請
方
法
　「
改
修
後
3
カ
月
以
内
」

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書

○
工
事
明
細
書
、
領
収
書
の
写
し

○
補
助
金
を
受
け
て
い
る
方
は
当
該
交

付
決
定
通
知
書
な
ど
の
写
し

○
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
も

の
は
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
第
7
条
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
認
定
通
知
書

（
写
し
可
）

耐
震
改
修
の
場
合

▼
対
象
家
屋
　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
存
在
し
、
平
成
32
年
3
月
31

日
ま
で
に
、
工
事
費
50
万
円
超
の
耐

震
改
修
工
事
を
し
た
家
屋

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
・
省
エ
ネ
改
修

の
減
額
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
額
さ
れ
る
金
額
　
翌
年
度
1
年
分

の
対
象
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
を
2

分
の
1
減
額
（
1
2
0
㎡
相
当
ま

で
）、
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当

す
る
場
合
は
固
定
資
産
税
額
を
3
分

の
2
減
額
（
1
2
0
㎡
相
当
ま
で
）

※
1
戸
に
つ
き
1
度
の
み

▼
申
請
方
法
　「
改
修
後
3
カ
月
以
内
」

に
、
次
の
書
類
を
提
出

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

○
工
事
明
細
書
、
領
収
書
の
写
し

○
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
も

の
は
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
第
7
条
の
規
定

に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
認
定
通
知
書

（
写
し
可
）

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
滅
失
し
た
時

に
は
、「
家
屋
新
築
・
増
築
・
滅
失
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
に
基

づ
き
、
新
・
増
築
の
家
屋
評
価
お
よ
び

滅
失
家
屋
の
現
地
確
認
を
行
い
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
へ
の
登
録
お
よ
び
削
除

を
行
い
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
に

は
、「
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
に
家

屋
が
存
在
す
る
の
に
、
証
明
書
が
発
行

で
き
な
い
」「
家
屋
が
存
在
し
な
い
の

に
課
税
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
プ
レ
ハ
ブ
の
車
庫
や
物
置
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い

る
家
屋
を
滅
失
し
た
場
合
は
、
法
務
局
で

滅
失
登
記
を
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
平
成
31
年
1
月
末
日

▼
提
出
書
類
　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
付
け
て
い
る
「
家
屋
新
築
、

増
築
、
滅
失
申
告
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出

▼
持
ち
物
　
印
鑑

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

親
子
で
遊
ぼ
う

山
梨
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
形
劇
団
こ
ん
ぺ
い
と
う
が

や
っ
て
く
る

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

新
築
・
増
築
・
滅
失
し
た

家
屋
に
つ
い
て
の
お
願
い

生
活・環
境
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催
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催

し

お
知
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せ

募

集
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育

て

生
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剪
定
枝
を
焼
却（
野
焼
き
）す
る
際

の
注
意

　剪
定
枝
や
枯
れ
草
な
ど
の
野
焼
き
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。　廃

棄
物
の
野
外
焼
却
は
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を

営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
な
ど

（
剪
定
枝
な
ど
）
の
焼
却
は
、
野
外
焼

却
禁
止
の
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　し
か
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
近
隣
に
配
慮
せ
ず
焼
却
す
る

と
、
煙
で
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　や
む
を
得
ず
剪
定
枝
な
ど
を
焼
却
す

る
場
合
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
近

隣
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
周
辺
で
の
野
焼
き
は
で
き
る
だ

け
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

○
周
辺
に
住
宅
が
な
く
て
も
、
風
の
な

い
日
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

○
少
量
ず
つ
焼
却
し
、
煙
の
出
な
い
よ

う
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

○
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
場
合

は
、
野
焼
き
を
行
う
前
に
一
言
声
を

か
け
ま
し
ょ
う

農
業
用
機
械
使
用
時
の
お
願
い

　最
近
、
農
業
用
機
械
の
音
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
と
の

良
好
な
関
係
を
築
く
た
め
、
日
常
的
な

あ
い
さ
つ
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。　ま

た
、
大
き
な
音
を
伴
う
農
作
業
を

行
う
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
数
を
少
し
落
と
す

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

○
ど
う
し
て
も
大
き
な
音
が
伴
う
作
業

を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
一
言
声

を
か
け
し
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ
先

　農
林
振
興
課

　農
林
経
営
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
3

　公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
の
方
か
ら
は
、
受
益
者
負
担
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　12
月
は
本
年
度
の
最
終
の
納
期
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
受
益
者
負
担

金
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、
も
う
一
度
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。
納
付
状
況
が
ご
不

明
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　受
益
者
負
担
金
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
の
窓
口

に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、
大
変
便

利
で
す
。
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　下
水
道
課

　管
理
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

　12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（Hum

an 
Rights D

ay

）」
で
す
。

　法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
月
4
日（
火
）か
ら
10
日

（
月
）ま
で
の
1
週
間
を
「
第
70
回
人
権

週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
の
尊
重
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明
る
い
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀 

〜
考

え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な

げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心
〜
」

人
権
週
間
の
強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

○
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

　な
ど

　人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
、
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
・
問
合
せ
先

・
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　☎
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9

　い
じ
め
や
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
人
権

問
題
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
と
と

も
に
、
人
権
侵
犯
事

件
の
被
害
者
救
済
を

図
り
ま
す
。

▼
日
時
　12
月
4
日（
火
）

　午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

　

※
相
談
料
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　市
民
活
動
支
援
課

　市
民
生
活
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

「
人
権
週
間
」を

ご
存
じ
で
す
か

農
作
業
を
行
う
際
の
お
願
い

特
設
人
権
相
談
所
開
設

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

相
　談

農業者の皆さん、あなたの老後生活への備えは
十分ですか？

　65歳の農業者の方の平均余命は男性22年（87歳）、女性27年（92歳）です。
　また、高齢農家の家計費は平成28年ベース月額約24万円必要と推計されてい
ます。国民年金の支給額は夫婦で月額約13万円、月額約11万円程度不足するこ
とになります。
　このように、豊かな老後生活のためには、国民年金だけでは十分といえず、
老後の生活費は自分で準備する必要があります。
　農業者の皆さんもメリットがたくさんある農業者年金に加入して、安心で豊
かな老後を迎えましょう。
※農業者年金加入の申し込みや相談は、農業委員会事務局またはお近くのJAにお問い合わせください。

農業者年金の特徴

農業に従事されている方
のうち、右記3つの要件を
満たせば誰でも加入でき
ます。

少子高齢時代に強い年金
です。年金資産は安全性
を重視して運用していま
す。

通常の保険料（政策支援
の保険料以外）は自分で
選べ、いつでも見直しが
できます。

終身年金で80歳までの保
証付きです。

税制面で大きな優遇措置
があります。

1の加入要件に加え、右記
3つの要件を満たせば、政
策支援（保険料の国庫補
助）に加入できます。

要　件
①20歳以上60歳未満の方
②国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
⇒農業者年金加入時に国民年金の付加年金（400円/月）の加
入も必要

③年間60日以上農業に従事している方
※配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取
る年金額が決まる積立方式（確定拠出型）の年金です。少子高
齢化が進んでも制度の安全性は損なわれません。

自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決め
られ（月額2万～6万7,000円の間で千円単位）、経営の状況や
老後設計に応じていつでも見直せます。

農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができま
す。
仮に80歳前に亡くなられた場合でも、死亡した翌月から80歳
までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相
当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象となります。
将来受け取る農業者年金も公的年金等控除が適用されます
（65歳以上の方であれば公的年金等の合計額が120万円までは
全額非課税となります）。

要　件
①39歳までの方
②農業所得が900万円以下の方
③認定農業者で青色申告者などを満たしている方
※政策支援を受けられる期間は最長20年間（35歳以上で加入
した場合は最長10年間）

※国庫補助を受けている間の保険料は月額2万円に固定され、
加入者が負担する保険料は、2万円から国庫補助額を差し引
いた額になります。

※国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は、4の通常の保険
料になります。

■問合せ先　農業委員会事務局　☎055（261）2038

1

2

3

4

5

6
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対象者に郵送しました

個別検診受診券の有効期限にご注意ください
　個別検診の受診券の有効期限が近づいています。まだ受診していない方は、期限内に受診して
ください。なお、笛吹市から転出した場合は、この受診券は使用できません。
　また、平成30年度内での笛吹市集団健診や国保人間ドックとの重複受診はできませんのでご注
意ください。

歯周疾患検診
胃がん検診
肝臓がん検診
大腸がん検診
肺がん結核検診
乳がん検診
子宮がん検診
骨粗しょう症検診
健康診査
子宮がん検診
乳がん検診

40･50･60･70歳の方
31歳以上の方　
20歳以上の方　
41歳以上の方　
41歳以上の方　
31歳以上の方　
21歳以上の女性　
40･45･50･55･60･65･70歳の女性　
20～ 39歳の方　
21歳の女性
41歳の女性

12月28日（金）

平成31年
1月31日（木）

検診の種類 対象（年度末年齢）

無料クーポン券

個別検診
（申し込みをした
方）

受診券の有効期限

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎055（261）1901

後期高齢者医療高額療養費「外来年間合算」
申請勧奨通知について
　「高額療養費外来年間合算」とは、長期療養を受けている方の負担が増えないように配慮する観
点から、新たに創設されたものです。1年間を通して月の外来の自己負担額を合計し、上限を超え
た金額を「高額療養費外来年間合算」として支給します。
　今回、該当となった方に、申請勧奨通知が送られますのでご確認ください。

▼対象　平成29年8月～平成30年7月までの1年間（以降年度ごと計算）で
自己負担所得区分が「一般」「低Ⅱ」「低Ⅰ」の方（7月31日時点）のうち
外来の自己負担額が14万4千円を超えた方

※すでに高額療養費の申請で口座登録をされている方には、登録口座に継続
支給されます（勧奨通知ではなく、支給通知となります）。

▼送付時期　12月上旬頃

▼その他注意事項
○申請の時効は、勧奨通知がお手元に届いてから2年間となります。お忘れがないよう早期の提出
をお願いします。

○郵送物に同封されている「申請書」および「支給申請についてのお知らせ」、印鑑、振込先口
座の分かるものをご持参ください。

○被保険者ご本人が亡くなられた場合は法定相続人の方の申請となりますが、別途誓約書の記入
および戸籍などが必要になる場合があります。

■問合せ先　国民健康保険課　高齢者医療・年金担当　☎055（262）4111

▼
日
時
　
12
月
13
日（
木
）午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
民
窓
口
館
2
階

　
2
0
1
会
議
室

▼
内
容
　
相
続
税
、
所
得
税
お
よ
び
法

人
税
な
ど
の
相
談

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲

府
支
部
　
税
務
支
援
対
策
部
（
池
田
）

　
☎
0
5
5（
2
3
3
）1
3
1
8

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
書
類
が
届
い
た

が
、
確
認
の
仕
方
や
記
入
方
法
が
分
か

ら
な
い
方
、
ご
自
分
の
年
金
履
歴
に
疑

問
の
あ
る
方
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
19
日（
水
）

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
一
宮
支
所

▼
持
ち
物
　
お
手
元
に
届
い
た
書
類
や

年
金
手
帳
、
そ
の
ほ
か
相
談
に
参
考

に
な
り
そ
う
な
も
の

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　○
12
月
14
日（
金
）

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

　（
受
付
　
午
後
8
時
30
分
ま
で
）

○
12
月
16
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

　（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
館
3
階

　
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
、
L
版

（
9
㎝
×
13
㎝
）
写
真
2
枚
、
独
身
証

明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本
、
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
で
す
。
　
　

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

　
平
成
30
年
10
月
3
日
か
ら
、
山
梨
県

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

後
の
金
額
は
、
1
時
間
8
1
0
円
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
4

※
も
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

と
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

　
夕
暮
れ
時
に
歩
行
者
や
車
の
発
見
が

遅
れ
て
「
ヒ
ヤ
リ
」
と
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
夕
暮
れ
時
は
、
人
・
車

と
も
お
互
い
が
見
え
に
く
く
な
り
、
発

見
の
遅
れ
が
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
日
没
の

お
お
む
ね
30
分
前
か
ら
ラ
イ
ト
を
点
灯

す
る
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」
を
行
い
、

自
分
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
や
対
向
車

な
ど
に
早
く
知
ら
せ
、
注
意
を
喚
起
し

て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
中
の
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」

の
目
安
時
間
は
、
午
後
4
時
で
す
。

　
人
も
車
も
、「
見
る
こ
と
・
見
ら
れ

る
こ
と
」
に
心
掛
け
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
見
つ

け
る
」
た
め
に
は
「
ハ
イ
ビ
ー
ム
」
を

効
果
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
の
運
転
の
際
に
は
、
対
向
車
や

前
方
に
車
が
い
な
い
時
は
、「
ハ
イ
ビ

ー
ム
の
活
用
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
交
通
法
で
は
、
上
向
き
（
ハ
イ
ビ

ー
ム
）
が
原
則
で
あ
り
、
他
の
車
両
な

ど
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
場
合

に
は
下
向
き
（
ロ
ー
ビ
ー
ム
）
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ト
を
こ
ま
め
に
切
り
替
え
る
と

と
も
に
、
運
転
に
集
中
し
て
、
い
ち
早

く
歩
行
者
な
ど
を
発
見
し
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　笛
吹
警
察
署

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
・
知
識
・
技
能

を
生
か
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
を
お
持
ち
の
方

▼
年
会
費
　
2
0
0
0
円

※
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
毎
月
10
日

（
変
更
あ
り
）
に
開
催
し
て
い
る
入

会
説
明
会
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

新
年
互
礼
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
日
時
　
平
成
31
年
1
月
29
日（
火
）

○
受
付
　
午
前
10
時
30
分
〜

▼
場
所
　
ホ
テ
ル
や
ま
な
み
　

▼
参
加
費
　
4
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
　
12
月
20
日（
木
）ま
で
に

電
話
で
（
先
着
順
）　
　
　
　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
2
5
）6
7
0
3

笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

笛
吹
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
理
士
の
税
金
無
料
相
談

結
婚
相
談
所

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
会

お
知
ら
せ

ご
寄
附 

い
た
だ
き
ま
し
た

上
矢
　
智
幸
　
様

（
一
宮
町
北
野
呂
）【
児
童
用
図
書
】
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成30年度 自動車騒音常時監視業務委託

市営春日居小松団地外壁等改修工事設計業務委託

配水管布設替工事設計業務（2工区）

配水管布設替工事設計業務（1工区）

緊急維持修繕業務委託5

みさかの湯ホール系統空調機改修工事

若宮地内配水管布設替工事（2工区）

下水道関連配水管布設替工事（一宮2工区）

下水道関連配水管布設替工事（御坂2工区）

石和中学校屋内運動場非構造部材等改修工事

市道1-20号線歩道設置工事その4（岡工区）

下水道管渠布設工事第3工区（御坂）

下水道管渠布設工事第7工区（一宮）

市道1-5号線道路改良工事（第４工区）

市民活動支援課・政策課秘書担当コピー機レンタル

住民基本台帳ネットワークシステム更改機器購入

八代分団第9部詰所建設に伴う設計業務委託

史跡甲斐国分寺跡公有地化畑地設備等移転調査業務委託

舗装本復旧工事（御坂2工区）

市道２１８８号線道路改良工事（御坂）

緊急維持修繕業務委託4

上寺尾地内農道新設工事（2工区）

H30.10.2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H30.10.16

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

単価契約

¥2,308,930

―

¥5,890,000

¥7,750,000

¥7,220,000

¥5,280,000

¥3,670,000

¥15,700,000

¥23,150,000

¥20,470,000

¥14,380,000

¥21,640,000

¥26,180,000

¥37,310,000

¥50,500

¥6,260,000

¥1,608,000

¥1,040,000

¥2,670,000

¥3,840,000

¥7,170,000

¥22,180,000

¥2,070,000

―

¥4,695,000

¥6,198,000

¥6,358,000

¥4,824,000

¥3,232,000

¥13,953,000

¥20,650,000

¥18,431,000

¥12,680,000

¥19,018,000

¥23,088,000

¥33,116,000

¥23,800

¥5,953,000

¥1,530,000

¥950,000

¥2,318,000

¥3,431,000

¥6,288,000

¥19,600,000

中外テクノス㈱山梨営業所

不調

冨洋設計㈱山梨営業所

㈱日本水道設計社 甲府営業所

㈱八木沢興業

㈲タナカ設備

㈱石原設備

㈱佐野緑化土木

古屋設備

㈲若杉工務所

㈲桃李

㈱地場工務店

武藤工業㈱

武藤工業㈱

㈱ＹＳＫｅ－ｃｏｍ

一級建築士事務所 佐藤設計

㈱カワイ

㈱渡辺工業

㈲桃李

㈱小越建設

㈱佐野緑化土木

市内主要道路

春日居町小松

石和町、一宮町

御坂町

石和町

御坂町成田

御坂町上黒駒

一宮町塩田

御坂町二之宮

石和町小石和

八代町岡

御坂町二之宮

一宮町塩田

石和町四日市場・窪中島

石和町市部

石和町

八代町奈良原

一宮町国分

御坂町上黒駒

御坂町大野寺

一宮町、春日居町

境川町寺尾

富士ゼロックス多摩㈱
山梨営業部

釈迦堂遺跡博物館だより
　
12
月
27
日（
木
）か
ら
1
月
6
日

（
日
）は
休
館
と
な
り
ま
す
。
新
年

は
、
1
月
7
日（
月
）か
ら
通
常
開
館

と
な
り
ま
す
。
1
月
8
日（
火
）は
休

館
日
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま

た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人

と
同
伴
の
家
族
が
1
人
入
館
無
料
に

な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
1
0
0
0
円
、

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
）
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

年
末
年
始
休
館
に

つ
い
て

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

vol.157

家電リサイクル法対象品目については
リサイクル料金がかかります

　年内は、12月31日（月）まで通常どおりの収集を行います。なお、年始は、1月4日（金）か
ら通常の曜日にて、指定の品目の収集を行います。
　年末年始の収集日については処理施設周辺の交通が大変混み合い、ごみの回収時間が通
常と異なる可能性があります。必ず当日の午前8時30分までにごみを出してください。午
前8時30分以降に出されたごみの再回収はできません。
　なお、期間中のごみ排出は必要最低限にとどめていただけますようお願いします。
※年末年始のごみ収集日については、カレンダーをご覧ください。

　粗大ごみや資源物は各地区で出せる日と時間が決まっています。
　時間外に出されたごみは、各地区役員の方が分別と片付けを行っており、役員の負担が多くなってしま
います。各地区ごとに定められた日と時間に出していただきますようお願いします。

■問合せ先　・環境推進課　☎ 055（261）2044
　　　　　　・（財）家電製品協会家電リサイクル券センター　☎ 0120‐319640
　　　　　　　http://www.rkc.aeha.or.jp/

日（月）まで通常どおりの収集を行います。なお、年始は、1月4日

年末年始のごみ収集について

　粗大ごみや資源物は各地区で出せる日と時間が決まっています。

粗大ごみ･資源物は決められた日と時間に出してください

家電リサイクル法対象品目特別収集
　家電リサイクル法対象品目であるエアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機の特別収集を行い
ます。業務用の家電は収集できません。

▼特別収集の対象となる家電4品目
○エアコン、テレビ（ブラウン管式・液晶テレビ・プラズマテレビ）、冷蔵庫（冷凍庫）、
　洗濯機（衣類乾燥機）
※家電リサイクル法対象品目についてはリサイクル料金がかかります。
※リサイクル料金はメーカーや大きさで料金が異なりますので注意してください。

▼リサイクル料金（例）　○エアコン　972円～2,041円
○テレビ（大）2,376円～3,688円　　○テレビ（小）1,296円～3,148円
○冷蔵庫、冷凍庫（大）4,644円～6,037円　○冷蔵庫、冷凍庫（小）3,672円～5,497円
○洗濯機　2,484円～3,202円

▼特別収集日　12月8日（土）午前9時～正午

▼場所　御坂支所　南側駐車場
※詳しい家電リサイクル料金はお問い合わせください。

■問合せ先　環境推進課　ごみ減量担当　☎ 055（261）2044

　甲府・峡東クリーンセンターへごみの持ち込みができるのは、年末は12月29日（土）午後5時までです。
年始は1月4日（金）午前8時30分から通常営業となります。
　年末は周辺道路の混雑が予想されますので、なるべく12月上旬での持ち込みにご協力ください。

　甲府・峡東クリーンセンターへごみの持ち込みができるのは、年末は （土）午後 時まで

甲府・峡東クリーンセンターの年末年始営業について

■問合せ先　甲府・峡東クリーンセンター　甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合　☎ 055（266）7744
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図
書
館
情
報

L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T

図書館 イベント
笛吹市図書館クリスマス特集
～みんなでメリークリスマス～
笛吹市図書館クリスマス特集
～みんなでメリークリスマス～

図書館図書館 イベントベントベントイベント
クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集クリスマス特集
12

▼日　時　12月16日（日）　午後1時30分～

▼場　所　スコレーセンター　集会室

▼内　容　クリスマスのおはなし、ハンドベ
ルなど。かわいいプレゼントもあります。

▼日　時　12月2日（日）　午後1時30分～

▼場　所　いちのみや桃の里ふれあい文化館　
多目的ホール

▼内　容　クリスマスのおはなし、オカリナ演
奏など。すてきなプレゼントもあります。

月

各図書館楽しいクリスマスイベントを開催します。入場無料ですので、ご家族揃ってお出かけください。

石和図書館
ハッピー・クリスマス

▼日　時　12月8日（土）　午後1時30分～

▼場　所　八代図書館

▼内　容　英語でメリークリスマス！クリスマス
のおはなし、工作など。すてきなプレゼントもあ
ります。

八代図書館
バムケロ クリスマス

▼日　時　平成31年1月27日（日）　○開場　午後1時～　○開演　午後1時30分～

▼場　所　石和図書館2階　視聴覚ホール　 ▼定　員　親子100人（先着順）

▼参加費　無料　 ▼申し込み　12月5日（水）　午前10時～
■申込・問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959　※当日は、絵本の販売・サイン会があります。

「藤本ともひこさん 絵本ライブ“絵本ときどきあそびうた”」

▼日　時　12月1日（土）　午後2時～

▼場　所　境川図書室

▼内　容　クリスマスのおはなし、工作など。プ
レゼントもあります。

境川図書室
おばあちゃんのおはなし
クリスマス会

一宮図書館
クリスマス フェア

▼日　時　12月1日（土）　午後1時30分～
▼場　所　学びの杜みさか　視聴覚室

▼内　容  クリスマスのおはなし、工作など。
すてきなプレゼントもあります。

御坂図書館
楽蔵クリスマス会

▼日　時　12月15日（土）　午前10時30分～

▼場　所　春日居あぐり情報ステーション
　ハイビジョンホール

▼内　容　クリスマスのおはなし、工作など。
プレゼントもあります。

春日居ふるさと図書館
クリスマス・クリスマス

〈藤本ともひこさんプロフィール〉1991年〈第13回講談社絵本新人賞受賞〉で絵本作家デビュー。
絵本作家、童話作家、ソングライター。NHK「おかあさんといっしょ」では、あそびうた『ねこときどきらい
おん』『げんきタッチ!』『おさんぽペンギン』を提供し放送。Eテレ「いないいないばあっ！」でのバケッパ人形
劇の原作とデザインも担当。作品には『いただきバス』シリーズや『こんなかいじゅうみたことない』など。

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
1
日（
土
）・
8
日（
土
）

15
日（
土
）・
22
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
　

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
12
月
6
日（
木
）・
20
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
6
日
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
ス
ト

レ
ッ
チ
や
リ
ズ
ム
体
操
を
行
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
12
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
会
楽
蔵 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
12
月
1
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
　

　
12
月
11
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）

　
12
月
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　

　
12
月
5
日（
水
）　
午
前
11
時
〜

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
　

　
12
月
9
日（
日
）　
午
後
2
時
〜

●
プ
レ
マ
マ
　

　
〜
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
〜

　
12
月
14
日（
金
）　
午
前
10
時
30
分
〜

※
今
回
は
市
消
防
署
員
に
よ
る
「
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に 

〜 

乳
幼
児
の

救
急
法
」
で
す
。

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

　
12
月
16
日（
日
）　
午
後
2
時
〜

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
　

　
12
月
19
日（
水
）　
午
前
11
時
〜

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
映
画
会

　
12
月
23
日（
日・祝
）　
午
後
2
時
〜

※
12
月
の
「
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
」
は

「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会
」

に
変
更
し
ま
す
。

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

　
12
月
1
日（
土
）・
15
日（
土
）

　
22
日（
土
）　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
バ
ム
ケ
ロ
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
8
日（
土
）　
午
後
1
時
30
分
〜

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

12
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

　
お
は
な
し
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
1
日（
土
）　
午
後
2
時
〜

※
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
児
、
幼
児
向
け
）

　
12
月
11
日（
火
）・
18
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
18
日（
火
）は
、ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

い
ま
す
。

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
12
月
8
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
〜

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
12
月
22
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
〜

※
新
年
は
、
石
和
図
書
館
・
御
坂
図
書

館
・
一
宮
図
書
館
・
八
代
図
書
館
・

境
川
図
書
室
は
1
月
5
日（
土
）か
ら

開
館
し
ま
す
。
春
日
居
ふ
る
さ
と
図

書
館
は
1
月
6
日（
日
）か
ら
開
館
し

ま
す
。

※
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
年
配
の
方
々
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館
（
丹
澤
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

12月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

25
日（
火
）・28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

5
日（
水
）・12
日（
水
）・19
日（
水
）

26
日（
水
）・28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

◆
一
宮
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

24
日（
月・振
休
）

28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

◆
八
代
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

25
日（
火
）・28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

2
日（
日
）・3
日（
月
）・9
日（
日
）

10
日（
月
）・16
日（
日
）・17
日（
月
）

23
日（
日・祝
）・24
日（
月・振
休
）

28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

25
日（
火
）・27
日（
木
）〜
31
日（
月
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
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平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
差
別
解
消
法
に
基
づ
い
て
、
県
で
は

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に

対
応
す
る
た
め
、
障
害
者
差
別
地
域
相

談
員
を
市
町
村
に
1
人
以
上
配
置
し
て

い
ま
す
。
笛
吹
市
に
は
4
人
の
相
談
員

が
お
り
、「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」

や
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
は

　
正
当
な
理
由
も
な
く
、
障
が
い
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
ま

た
、
障
が
い
の
な
い
人
に
は
な
い
条
件

を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

▼
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
例

○
飲
食
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
い

す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に

断
ら
れ
た
。

○
ア
パ
ー
ト
を
探
し
て
い
た
と
き
、
不

動
産
業
者
か
ら
、「
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
保
証
人
を
も
う
1
人
つ
け
る
よ

う
に
」
と
条
件
を
つ
け
ら
れ
た
。

「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配

慮
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
、
必
要
か
つ

合
理
的
な
配
慮
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

▼
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
例

○
視
覚
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
申
込
書

類
の
代
筆
を
お
願
い
し
た
ら
、
申
し

込
み
を
断
ら
れ
た
。

○
災
害
時
の
避
難
所
で
、
聴
覚
障
が
い

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
が
、
音

声
以
外
で
の
情
報
提
供
が
さ
れ
な
か

っ
た
。

　
障
が
い
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
個
人

差
が
あ
り
、
必
要
な
配
慮
や
対
応
も
一

人
一
人
に
異
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

配
慮
が
必
要
か
は
、
障
が
い
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
分
か
る

も
の
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
一
歩
を
踏
み
出
し
、
お
互
い
に
話

し
合
い
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
暮
ら
し
や
す
い
笛
吹
市
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.37

障
が
い
者
差
別
の
解
消
に
向
け
て

毎
年
、
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
の

1
週
間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

▼
日
時

○
12
月
2
日（
日
）

　
折
り
紙
で
こ
ま
を
作
ろ
う

○
12
月
16
日（
日
）

　
雪
の
紋
切
り
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う

○
12
月
23
日（
日
・
祝
）

　
い
の
し
し
を
学
ぼ
う

　
午
前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）

▼
場
所
　
か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費
　
無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　12
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
日
時
　12
月
16
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
、
申
し
込
み
不
要

▼
期
間
　12
月
19
日（
水
）〜
平
成
31
年

2
月
18
日（
月
）

▼
場
所
　常
設
展
示
室

▼
入
館
料
　一
般
5
1
0
円
、
大
学
生

２
１
０
円
（
高
校
生
以
下
、
65
歳
以

上
、
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
）

▼
日
時

　12
月
23
日（
日
・
祝
）・
24
日（
月
・
振
休
）

　
午
前
10
時
〜
、
午
前
11
時
〜
、

　
午
後
1
時
〜
、
午
後
2
時
〜
、

　
午
後
3
時
〜

▼
場
所
　体
験
学
習
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員
　
先
着
10
人

▼
申
し
込
み
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

http://w
w
w
.m
useum

.pref.
yam

anashi.jp/

※
12
月
4
日（
火
）・
8
日（
土
）・
9
日

（
日
）・
11
日（
火
）・
18
日（
火
）・
25

日（
火
）〜
31
日（
月
）
は
休
館

あ
そ
ぼ
う
!
ま
な
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
庭
の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

館
長
ト
ー
ク

「
甲
斐
源
氏
と
浄
土
文
化
」

常
設
展
テ
ー
マ
展
示

「
年
の
初
め
は
か
い
じ
あ
む
」

特
設
か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
体
験
　
綿
か
ら
糸
へ
」

■問合せ先　生涯学習課（執筆　石和地区担当）　☎055（261）3339

　生涯学習課では、生涯学習コーディネーターと一緒に
年間を通して学ぶことができる「スコレー大学」という講
座を企画しています。今年度は、「現代に生きる古典～
徒然草～」「使える英会話初級」「笛吹まちづくりガーデ
ニング教室」の3講座を企画しました。
　「笛吹まちづくりガーデニング教室」では、座学で学
ぶだけでなく、寄せ植えの体験（春・秋）や、ランドス
ケープデザイナーのポール・スミス氏が手掛ける萌え木
の村でのガイドツアーに参加して、その土地に合った植
物を植えることで環境に優しい無農薬でガーデニングが
行えることを学びました。
　また、山梨県では数少ない樹木医の講話を聴いたり、
市が行っている花のまちづくり花苗配布事業の様子を紹
介したりしています。この講座で学んだことが少しでも地
域活動につながればと思いながら講座を進めています。
生涯学習を通じて地域の人々がつながって生き生きと明
るく暮らせることができるまちづくりを目指していきたいと
思います。

【白菜と豆腐のあんかけ】

笛吹市の旬の野菜をいただきます野菜
毎日プラス１皿の野菜料理を！ No.36

＜１人分栄養量＞　エネルギー　174kcal　　塩分　1.2g
＜食事バランスガイド＞　副菜２つ　　主菜１つ

【作り方】
①白菜の葉はざく切り、白菜の芯と生しいたけ、長ねぎは

斜めうす切りに、にんじんは３ｃｍ長さの短冊切りにする。
②フライパンに油を熱して、白菜の芯とにんじんから炒め、残りの野菜を加えてAを入れる。
③ ②に豆腐を２ｃｍ角に切って加え火が通ったら、最後にBをまわし入れる。
　大きく混ぜてとろみがついたら火をとめる。好みでこしょうをふる。

①白菜の葉はざく切り、白菜の芯と生しいたけ、長ねぎは

②フライパンに油を熱して、白菜の芯とにんじんから炒め、残りの野菜を加えてAを入れる。②フライパンに油を熱して、白菜の芯とにんじんから炒め、残りの野菜を加えてAを入れる。

「食事バランスガイド」のコマは、上から「主食」「副菜」「主菜」「牛乳・乳製品」「果物」
となっており、上にある料理グループのものほど、しっかり食べる必要があります。
※市ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。

■ 問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎ 055（261）1901

「笛吹市版食事バランスガイド」を活用しましょう。№５

「食事バランスガイド」のコマ

中華スープの素 小さじ２
水・・・・・・・・・・・・・・・・１カップ

片栗粉・・・・・・・・・・・大さじ１
水・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２

【材料2人分】
白菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2枚
生しいたけ・・・・・・・・・・・・・・2枚
にんじん・・・・・・・・・・・・・・・30ｇ
長ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・1/2本
豆腐・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
サラダ油・・・・・・・・・・小さじ２
こしょう・・・・・・・・・・・・・・・少々

A

Ｂ
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　スコレーセンターで「第5回笛吹市民まつり」を
開催しました。
　笛吹市民まつりは、笛吹市の今を発信するイベン
トとして、平成26年から毎年開催しています。
　10月31日のハロウィンにちなんだコーナーや、
行政や企業などの活動を紹介するブース、フード
コート、フリーマーケットなどに多くの来場者が訪
れました。
　市Facebookでもたくさんの写真を掲載していま
す。ぜひご覧ください。

第5回笛吹市民まつり第5回笛吹市民まつり第5回笛吹市民まつり

　石和町出身乙黒圭祐選手（兄）と拓斗選手（弟）
が市長を表敬訪問しました。
　2人は現在、山梨学院大学の学生であり、東京五
輪を目指し日々練習を重ねています。10月に開催
された世界選手権は2人とも初出場となりますが、
圭祐選手は「メダルをとる！」拓斗選手は「優勝
する！」と抱負を語っていました。

拓斗選手世界選手権で優勝！！
　弟の拓斗選手が見事に日本人最年少で優勝を果た
しました。兄の圭祐選手は惜しくも初戦で敗退して
しまいましたが、東京五輪では良い結果が残せるよ
う今後の2人の活躍に力強い応援をお願いします。

市長表敬訪問
兄弟でレスリング世界選手権へ兄弟でレスリング世界選手権へ兄弟でレスリング世界選手権へ

　石和町出身乙黒圭祐選手（兄）と拓斗選手（弟）

　尾山区で、松明を持ち、公民館から金刀比羅神
社までのおよそ2kmの山道を登り、山頂の神社で
五穀豊穣や家内安全を祈願する「金刀比羅祭り」
が開催されました。
　この祭りは、昭和45年から毎年10月の第一土
曜日に開催され、全国的にも珍しい形式の祭り
です。杵衝神社
例大祭、区民運
動会と並ぶ尾山
区三大イベント
の1つです。
　神社から戻っ
た後、公民館で
は祝宴が開催さ
れ、出 店 も あ
り、一層にぎや
かになりまし
た。希望があれ
ば区外の方も参
加できます。

御坂町尾山区　金刀比羅祭り
「狐の嫁入り」を想像させる神秘的な松明登山「狐の嫁入り」を想像させる神秘的な松明登山「狐の嫁入り」を想像させる神秘的な松明登山

10/4

たいまつ

こ ん ぴ ら

10/6

10/22

10/14

きつき

　10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
笛
吹
市
民
ま
つ
り
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、

笛
吹
市
の
「
今
」
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ブ
ー
ス
で
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
「
笛
吹
マ
ス
タ
ー
ド
工
房
」
の
試
食
・
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た

近
く
で
出
展
し
て
い
た
姉
妹
都
市
・
新
潟
県
胎
内
市
の
ブ
ー
ス
に
は
、
サ
ン
プ
ル
品
を
配

布
し
、
特
産
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
と
も
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　昨
年
の
出
展
で
は
、「
マ
ス
タ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
す
!
」
と
い
う
チ
ラ
シ
の
配
布
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
無
事
に
完
成
品
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
任
期
は
最
大
3
年
と
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

市
民
ま
つ
り
へ
の
出
展
は
今
回
で
最
後
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
活
動
は
任
期
終
了
後
も
続
け

ま
す
。
マ
ス
タ
ー
ド
を
通
し
て
、
地
域
の

食
を
盛
り
上
げ
た
り
、
遊
休
農
地
の
有
効

活
用
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
法
人
と

し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
資
金
調
達
）
は
、
12
月

31
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
お
力
添
え
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
よ
り
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.furusato-tax.jp/gc

f/376

）

■
問
合
せ
先

　企
画
課

　

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　☎
0
5
5（
2
6
7
）8
9
7
0

Vo
l.15

　9月9日から12日にかけて
果樹園芸科では、生徒が付属
農場で栽培してきたシャイン
マスカット120㎏を台湾へ輸
出し、生徒7人が現地デパー
トでの試食・販売実習を行い
ました。また、販売実習翌日
は、台中市のブドウ栽培を見
学してきました。輸出販売は、全国的にも先進的な取り組みで、
参加した生徒のみならず、本県農業のグローバル化を考える上で
大変に貴重な経験となりました。
　参加した生徒は、「不安があったが、コミュニケーションをとり
ながら販売PRできた」（古屋洋幸くん）、「販売では嬉しい声や厳し
い声を聞くことができ良い経験になった」（橘田乃亜さん）と話し
ました。
情報をお寄せください
　姉妹校関係にあるオーストラリアのオルバニークリーク高校と
の交流三十周年にあたり、記念誌を発行しようと考えています。
　つきましては、石和・笛吹高校出身で語学研修に参加した方か
らの情報提供をいただきたいと思います。体験談や写真など当時
の様子が分かる資料をお持ちの方、学校までご一報ください。

■問合せ先　笛吹高校　☎ 055（262）2135

輸出販売にチャレンジ

35  FUEFUKI CITY 2018.12 No.171  34



取り扱いには一層の注意をしましょう。
▶防火図画の部
○最優秀　　　上垣　大知（春日居小4年）
○消防署長賞　伊佐山　雄也（石和東小4年）
○優秀賞　　　ほか　7人
▶防火ポスターの部
○最優秀　　　川口　あすか（石和北小4年）
○消防長賞　　浅川　雅哉（石和西小5年）
○審査員特別賞　鈴木　楓人（御坂東小3年）
○優秀賞　　　　ほか　21人

　市消防本部で、防火図画・防火ポスターの表彰
式を行いました。　　
　平成30年秋季全国火災予防運動にあたり、市内
小学生を対象に防火図画・防火ポスター募集を行
い、多くのすばらしい作品の応募がありました。
　最優秀賞の2作品は、防火ポスターとして市内の
多くの場所に配布され、掲示されています。これか
らは火災が発生しやすい季節になりますので、火の

防火図画・防火ポスターコンクール表彰式
防火意識を高める活動防火意識を高める活動防火意識を高める活動

　第12回東日本ミズノ杯実年ソフトボール大会が
栃木県で開催され、笛吹市実年（50歳以上）のソ
フトボールクラブが昨年に続き優勝を勝ち取り、2
連覇を成し遂げました。
　優勝にともない、笛吹市実年の監督らが、山下
市長に優勝と2連覇の報告を行い、優勝トロフィー
と賞状を披露しました。
　萩原監督は、「日ごろの練習の成果を十分に発揮
し、チーム一丸となり優勝を勝ち取ることができ
た。3連覇を目指したい」と来年への意気込みを話
していました。

市長表敬訪問
笛吹市実年ソフトボールクラブが2連覇笛吹市実年ソフトボールクラブが2連覇笛吹市実年ソフトボールクラブが2連覇

　（一社）笛吹建設業協会青年部が、一宮中2年生
を対象に職業体験学習「学校キャラバン」を昨年に
引き続き開催しました。
　参加した生徒の久保島夏実さんは、「初めての経
験だったが、人の役に立つ仕事だと実感した」と話し
ていました。
　青年部会長の飯塚潤さんは、「体験を通じて建設
業を知ってもらい、就職の選択肢に建設業を選んで
ほしい」と今回のキャラバンに込めた期待を話してい
ました。

一宮中学校で職業体験学習
建設業界の仕事を体験建設業界の仕事を体験建設業界の仕事を体験

10/22 

10/25

　石和北小の6年生の教室では、20人の児童が口
いっぱいにラーほーを頬張っていました。「スー
プと麺がマッチしている」「ラーメンとほうとう
が一度に食べられてうれしい」「やみつきになり
そう」とほとん
どの児童がスー
プまで飲み干す
ほど、大好評で
した。
※関連記事2～
4ページ「ラ
ーほー特集」

　地元住民や観光客の皆さんに、ほうとうをもっ
と気軽に食べてほしいとの思いから誕生したラー
ほー。石和北小と石和東小の給食にしょうゆ味の
ラーほーが初登場しました。
　髙尾順子栄養教諭が「笛吹市で誕生した新しい
料理を子どもたちに知ってほしい」と献立を作成。
しょうゆ味の基本レシピを参考に、細めのほうと
う麺に、うずらの卵や揚げ鶏、ホウレン草やもや
しなど5種類の野菜をトッピングしました。

学校給食で「ラーほー」初登場
初めてのラーほーお味はいかが？初めてのラーほーお味はいかが？初めてのラーほーお味はいかが？

10/19

　春日居郷土館に、春日居中の生徒が学園祭に向けて
制作した、「つるのモザイクアート」と「鶴文字アート」が展
示されています(12月末までの予定)。
　全校生徒に平和について考えてほしいと始まったこの取り
組み。折り紙に身近な平和への願いを書いて鶴を折り、糸で
つなげていきました。生徒だけの取り組みが家族へ、そして
地域の方へと広がり、1万羽を超える折り鶴が集まりました。
　生徒会長の生原志歩さんは「地域の皆さんのおかげで作
品が完成した。ぜひ見に来てほしい」と話していました。

春日居中　おりづるぷろじぇくと
平和への願いこめ制作平和への願いこめ制作平和への願いこめ制作

　山梨県産ワインの新酒「やまなしヌーボー」の
解禁を祝うイベントが、石和温泉足湯ひろばで開
催されました。
　市内ワイナリー 11社の新酒ワイン約250本が
振る舞われ、日付が変わると同時に一斉に乾杯を
し、新酒ワインの解禁を祝いました。
　笛吹市ワイン会によると、「台風などの災害に
も負けず、今年もとても質の良い新酒ワインがで
きた」とのことで、新酒の出来を喜んでいました。

ヌーボー de 乾杯 ! カウントダウン2018
午前0時の解禁をカウントダウンで祝う午前0時の解禁をカウントダウンで祝う午前0時の解禁をカウントダウンで祝う

10/26

11/2
～3

10/30
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舞台「イケメン戦国 THE STAGE」に出演する真田幸村役の荒 一陽さん（写真左）、
武田信玄役の早乙女じょうじさん（写真中央）、上杉謙信役の橘 龍丸さん（写真右）
舞台「イケメン戦国 THE STAGE」に出演する真田幸村役の荒 一陽さん（写真左）、

　市役所前笛吹川河川敷で、第39回川中島合戦戦国絵巻を開催しました。5回にわたり繰り広げられ
た死闘の中で一番激しかったといわれる第4回合戦をシナリオに沿って再現し、公募で集まった約850
人が激しい戦いを繰り広げました。
　今年の川中島合戦は、恋愛ゲーム「イケメン戦国◆時をかける恋」とコラボして開催し、舞台俳優

が、武田信玄、上杉謙信、真田幸村役として出演している舞台と同じ衣装で出陣しました。舞台さながらの殺陣を披
露し、ゲームファンだけでなく、会場にいた観客を魅了しました。
　初めて秋に開催した川中島合戦戦国絵巻でしたが、国内外から約2万8千人の観客が詰めかけ、笛吹物語 － 秋編 － 
を締めくくりました。

今年はイケメン戦国とコラボ第39回川中島合戦戦国絵巻

両軍入陣

車がかりの戦法両軍による総力戦 米沢藩稲富流砲術隊による火縄銃

　
10
月
12
日
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
笛
吹
市
制
施
行
14
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
や一般
招

待
者
な
ど
約
2
0
0
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
発
展
の
た
め
、

多
年
に
わ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
対
し
、
功
績
者
表

彰
状
、
お
よ
び
功
績
者
感
謝
状
が
、

山
下
市
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
推
進
の
た
め
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
公
職
を

退
任
さ
れ
た
方
々
、
行
政
区
長
を

退
任
さ
れ
た
方
へ々
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
長
年
、
農

業
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
赤
岡
様
か
ら
、
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
春
日
居
中

学
校
3
年
生
に
よ
る
合
唱
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
辞
で
、
山
下
市
長
は
、「
市
政

笛吹市制施行14
周年記念式典

ハートフルタウン
笛吹～優しさあ

ふれるまち～

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
ま

も
な
く
2
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
す
べ
て
の

市
民
の
皆
様
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
職
員一丸

と
な
り
、
日
々
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
年
3
月

に
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
『
第
二
次
笛
吹
市
総
合
計

画
』
を
策
定
し
、『
本
市
に
住
む
誰

も
が
幸
せ
を
実
感
し
、
心
に
ゆ
と

り
を
持
ち
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

と
な
る
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

将
来
像
『
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
笛
吹

〜
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
〜
』
を
実

現
す
る
た
め
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
、
共
通
認
識
と
相
互
理
解

の
も
と
、
ひ
と
つ
の
笛
吹
市
を
つ
く

り
あ
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。」
と
、
さ
ら
な
る
笛
吹
市

の
発
展
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

▼功績者表彰受賞者（敬称略）
○農業委員
・赤岡　勝廣
○特別職報酬等審議会委員
・飯島　文雄　・小松　榮夫
・竹下　光廣　・村松　日出男
○社会教育委員
・宇野　五千雄
○スポーツ推進委員
・川口　静加　・水上　兼一
・望月　愛弓　・小澤　茂樹
・古屋　速人　・佐野　洋子
・沼中　秀司　・岩柳　学
・武井　美津江・田草川　美香
・岩下　和也　・樋口　かずみ
・雨宮　克枝　・渡辺　修
・宮川　公徳　・久保田　誠一
・松田　智子　・（故）桑原　明
○保護司
・伊藤　徹　　・上野　榮子
・桑原　一久
○文化財保護審議会委員
・長澤　宏昌　・柳本　伊左雄
・畑野　經夫　　
○市のイメージアップにつながる
活躍
・松村　優美（全日本卓球選手
権（マスターズの部）優勝）
・乙黒　拓斗（愛媛国体レスリン
グフリースタイル61㎏級優勝）
・乙黒　圭祐（愛媛国体レスリン
グフリースタイル65㎏級優勝）
○篤志寄附
・山伸マテリアル株式会社　　　
　会長　前島　末男
・株式会社小山電気
　代表取締役　小山　政彦
・甲府信用金庫　　　　　　　
　理事長　小田切　繁
・株式会社有電
　代表取締役　有井　慎一
・株式会社飯塚工業
　代表取締役　飯塚　潤　
・上矢　智幸

　このほか、市発展のため多大な
功績、ご努力をいただいた公職退
任者・行政区長退任者の方々に
感謝状が贈られました。

合唱を披露した春日居中学校3年生 表彰状を受けとる赤岡勝廣氏
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編 集 後 記 ▼ 笛吹市の新ソウルフード「ラーほ
ー」を取材しました。7月に行った

市長記者発表から約5カ月。現在では、市内21カ所
の飲食店で提供されるまでに至りました。21カ所す
べてのラーほーを食べましたが（私一人で食べるの
は無理があったので、同僚に応援をお願いしました
!）、お店によって味が全く異なり、それぞれの個性
が出ていました。取材にご協力いただいた皆さん、
ありがとうございました。最後に、21カ所すべての
ラーほーの味を知り尽くしているのは、広報担当だ
けといっても過言ではありません！　　　    （T.M）

▶対　象　小学校3年生以上の市民または市内在勤の方
※大人の方・上達したい方も大歓迎です。　※小学生は保護者または同伴者が必要です。
▶日　時　平成31年1月12日（土）　○集合時間　午前7時　○集合場所　市役所本館前駐車場
▶場　所　サンメドウズ清里スキー場　※市有バスにてスキー場へ向かいます。
▶定員（先着順）　●スキー　40人　●スノーボード　20人
※レベルに応じたクラス分けを行います。
▶参加料（燃料代、講師料、昼食代）　●大人　5,500円　　●小学生　4,700円
▶レンタル代　●スキーセットまたはスノーボードセット　2,700円
　　　　　　　●レンタルウエア（上下）セット　　　　　1,900円
▶申し込み　12月3日（月）～ 19日（水）（平日　午前9時～午後5時）に、生涯学習課に備えてある申請書で
※申込時に参加料・レンタル代を徴収します。つり銭のないようお願いします。
▶共　催　笛吹市スキー連盟・スノーボード協会

■問合せ先　笛吹市桃の里マラソン大会実行委員会事務局：（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団
☎055（263）7959　※平日　午前9時～午後5時（祝日、年末年始は除く）

■申込・問合せ先　生涯学習課　スポーツ推進担当　☎055（261）3338

▶日　時　平成31年4月14日(日)
●受　付　午前7時30分～ 9時30分　●開会式　午前8時50分　※雨天決行
▶集合場所　いちのみや桃の里スポーツ公園
▶種目およびスタート
●ハーフ　午前9時45分スタート
　【男子】　一般(高校生以上)、40歳代～ 50歳代の部、60歳以上の部
　【女子】　一般(高校生以上)、40歳以上の部
●5km　午前9時55分スタート
　【男子】　中学生の部、60歳以上の部
　【女子】　中学生の部、50歳以上の部
●親子・ファミリーの部(2人1組)3.5km　午前10時5分スタート
●10km　午前10時20分スタート
　【男子】　一般(中学生以上)、40歳代～ 50歳代の部、60歳以上の部
　【女子】　一般(中学生以上)、40歳以上の部

▶参加料　○一般　4,000円　○中・高校生　3,000円　○親子（子は小学生）　5,000円
▶定員（先着順）　○ハーフ　1,000人　○10km　 2,000人　○5km　500人
　　　　　　　　  ○親子・ファミリーの部（2人1組）　250組
※参加料をお支払いいただいた時点で申し込み完了となります。
▶申し込み　12月1日（土)～
●インターネット・携帯サイト　2月8日(金)まで
　・コンビニエンスストアに払い込み、もしくはクレジットカードで参加料支払い（http://runnet.jp/）
　・手数料　○ハーフ・10km・5km　205円　○親子・ファミリーの部　257円
●郵便局　1月31日(木)　所定の郵便振替用紙で参加料支払い

DATA FUEFUKI  ●人口  69,764人（－28） ●世帯  29,327世帯（＋23）
　　　　　　　     ●男　  33,887人（－11） ●女　  35,877人（－17）
　　　　　　　     H30.10末日現在　（　）は前月比　　　※外国人世帯を含む。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

● 発行／2018．12． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi.jp/ この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と

ベジタブルオイルインキを使用しております。



カレンダーふえふき
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎
☎
☎
☎

笛吹市役所 本庁 ☎
●
●
御 坂 支 所
境 川 支 所

☎
☎

●
●
一 宮 支 所
春日居支所

☎
☎

●
●
八 代 支 所
芦 川 支 所

☎
☎

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

■国民健康保険課業務（国保・年金・後期高齢者医療保険）の一部は、第２日曜日および月末日曜日のみ開設　AM8:30 ～ 12:00　PM1:00 ～ 5:15

25日 ◇上下水道使用料 口座振替日 ※対象地区
●石和町　川中島(荒屋除く)、四日市場(日の出除く)、広瀬、唐柏、小石和
　　　　　向田、今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居
　　　　　東新居、土塚、石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料 口座振替日　●芦川町　全域
◇温泉使用料 口座振替日　●春日居町　全域

25日 ◇平成30年度下水道受益者負担金 第4期口座振替日
　(芦川町除く)
◇国民健康保険税 第6期口座振替日
◇後期高齢者医療保険料 第6期口座振替日
　※納期限日　平成31年1月4日
◇保育料12月分 口座振替日

28日 ◇平成30年度下水道受益者負担金 第4期納期限日
　(芦川町除く)
◇国民健康保険税 第6期納期限日　　

月

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２８７）７３5５
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

◎火災などの情報提供サービス
　【部署：市消防本部　管理課】
　『災害情報テレホンサービスガイド』
　☎ 055（262）0001
◎防災行政無線放送の情報提供サービス
　【部署：防災危機管理課　消防防災担当】
　『防災行政無線聞き取りサービス』
　☎ 0120-218-611

危険管理に関するテレホンサービス

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●野球教室
・ＡM9:00 ～ 12：00（開会）
・石和農村スポーツ広場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション
●議会本会議(質疑および一
般質問)(予定)
・ＡＭ10：00 ～
・八代庁舎議場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館/八代総合会館
●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・スコレーセンター2階
 資料展示室

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●献血
・AM9:30 ～ 11:30
・PM0:30 ～ 3:30
・市役所本館前駐車場

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●議会本会議(閉会)(予定)
・ＰＭ2：30 ～
・八代庁舎議場

●フィーリングジャズオーケ
ストラクリスマスコンサート

・PM2:00 ～ 4:00（開演）
・スコレーセンター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●議会本会議(質疑および一
般質問)(予備日)(予定)
・ＡＭ10：00 ～
・八代庁舎議場
●総合相談（法律・人権・行政）
　（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・八代福祉センター

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・一宮児童館/八代総合会館
●総合相談（法律・福祉・人権）
（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・市役所一宮支所内相談室

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●山梨英和高等学校聖歌隊
ハンドベルクリスマスコン
サート

・PM2:00 ～ 4:00(開演)
・スコレーセンター集会室

●結婚相談所
・PM6:30 ～ 8:30(受付)
・市役所市民窓口館3階
 302会議室

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館
●結婚相談所
・AM9:00 ～ 11:30(受付)
・市役所市民窓口館3階
 302会議室

●議会本会議(開会)(予定)
・ＰＭ1：30 ～
・八代庁舎議場

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●日曜窓口開設
・AM8:30 ～ 12:00
・PM１：0０ ～ 5：15
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館

赤口大安仏滅

先負

先負友引先勝

赤口大安友引先勝

仏滅先負友引

仏滅
振替休日

先負
天皇誕生日

大安仏滅

先勝赤口大安仏滅

友引先勝赤口

友引 先負先勝

大安

赤口大安

1

87432

1511109

22181716

24

31

23

65

141312

212019

28 29

30

272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課

　 問合せ先　芦川支所

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者
予防接種手帳

（定期接種および任意接種を含む冊子） 平成30年11月生まれ

日本脳炎　1期 平成28年1月生まれ

日本脳炎　2期 平成22年1月生まれ

二種混合　2期（ジフテリア・破傷風） 平成20年1月生まれ

3
（月）

県営住宅

19
（水）

東町・長塚・西町

28
（金）

広瀬

2
（日）

川中島・荒屋・上平井・
東高橋・河内

9
（日）

松本・山岸・唐柏・砂原
恵比寿

6
（木）

四日市場

20
（木）

小石和・向田

15
（土）

中川

16
（日）

八田・仲町・窪中島
下平井・山崎・駅前
今井・井戸・東油川

5
（水）

日の出

▼古タイヤ・バッテリー特別収集（タイヤの収集は有料・バッテリーの収集は無料）
○12月1日（土）御坂支所・八代支所前・旧境川支所裏駐車場
○12月2日（日）市役所本館・一宮支所砂利駐車場・春日居支所北側
　芦川ふるさと総合センター駐車場
　両日　AM8:00～10:00　　※芦川のみ　AM9:00～10:00

▼家電リサイクル特別収集
○12月8日（土）　市全域を御坂支所駐車場で収集　AM9:00～ 12:00

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4  水曜日・土曜日

小石和・上平井・八田
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

3日(月)・10日(月)・17日(月)
AM9：00 ～ 11：00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 6日(木)・13日(木)・20日(木)
27日(木) PM1:30 ～ 4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容
可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

2
（日）

2
（日）

川中島・荒屋・八田
四日市場・広瀬・砂原

9
（日）

仲町・窪中島・下平井
山崎・県営住宅・駅前
東高橋・河内・恵比寿

16
（日）

日の出・上平井・松本
山岸・唐柏・今井・向田
井戸・東油川

23
（日）

東町・長塚・西町・中川
小石和

全 地 域

全 地 域全地域（小石和・上平井・
山岸・八田を除く ※2）

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙

9
（日）

2
（日）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

16
（日）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区

23
（日）

黒駒地区

熊野堂・下岩下
別田・桑戸・加茂
寺本・枝郷

小松・国府・徳条
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居芦 川
月・木

水

坪井・田中
竹原田・東原

金田・小城・北都塚
末木・下矢作
本都塚・国分

1
（土）

9
（日）

中尾・一ノ宮
南野呂・北野呂
上矢作・市之蔵
塩田・新巻

東新居・狐新居
金沢・土塚・神沢
石・地蔵堂・千米寺

8
（土）

火・金

土

15
（土）

20
（木）

全 地 域

月・木

土

月・木

土

8
（土）

15
（土）

二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙8

（土）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

1
（土）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区22

（土）

黒駒地区15
（土）

月・木

2
（日）

全 地 域20
（木）

全 地 域9
（日）

2
（日）

マタニ
ティ
スクール

離乳食
教室

平成31年4月～平成31年5月
出産予定の初産婦

ＰM1:20 ～
1:30受付6日(木)歯の健康

AM9:30 ～
9:45受付

前期

25日(火)

第1子が平成30年7月生の保護者

後期 第1子が平成30年3月生の保護者

AM9:30 ～
9:45受付11日(火)

種 類 場所対 象 日 時

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

PM1：00 ～
1：30受付

4カ月児
健康診査

平成30年8月1日 ～ 8月11日生 11日(火)

平成30年8月12日 ～ 8月31日生 25日(火)

10カ月児
健康診査

平成30年2月1日 ～ 2月16日生 7日(金)

平成30年2月17日 ～ 2月28日生 18日(火)

平成29年5月18日 ～ 6月8日生 4日(火)

平成29年6月9日 ～ 6月22日生 21日(金)

平成28年5月24日 ～ 6月14日生 12日(水)

平成28年6月15日 ～ 7月3日生 20日(木)

平成27年6月15日 ～ 6月29日生 5日(水)

平成27年6月30日 ～ 7月13日生 19日(水)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成25年12月2日 ～ 12月10日生 13日(木)

平成25年12月11日 ～ 12月29日生 26日(水)

2歳児歯科
健康診査

8
（土）

桑戸地域
ＪＡフルーツ山梨
春日居支所

7
（金）

鎮目地域
春日居スポーツ広場

13
（木）

徳条地域
石尊神社西側

11
（火）

立川地域
別田ちびっ子広場

12
（水）

国府地域
国府公民館前

14
（金）

宮川地域
長慶寺北側駐車場

16
（日）

春日居町全域
春日居支所北側駐車場

定期予防接種
予診票

※平成29年2月生まれの方から、生後2カ月に予防接種手帳を交付しています。
　予診票発送対象者には、後日予診票・契約医療機関などの詳しいお知らせをします。
　接種時期などの内容をよく確認し、契約医療機関にて予防接種を受けてください。
※他市町村より転入された方、予診票のない方は、健康づくり課までご連絡ください。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種については、積極的にはお勧めしていません。
　接種にあたっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。    

※乳幼児健診を欠席される場合は、健康づくり課へご連絡ください。

月

月

年末可燃ごみ収集日(12月)

窪中島・四日市場・広
瀬・唐柏・東高橋・今井
・河内・小石和・砂原・
井戸・東油川・恵比寿
御坂町全域
八代町全域

28日（金）
川中島・荒屋・八田・東
町・長塚・仲町・西町・日
の出・下平井・上平井・
県営住宅・中川・山崎・
松本・駅前・山岸・向田
一宮町全域・境川町全域
芦川町全域・春日居町全域

31日（月）

年末年始の可燃ごみ収集日程（必ずAM8:30までに出してください）
年始可燃ごみ収集日(1月)

窪中島・四日市場・広
瀬・唐柏・東高橋・今井
・河内・小石和・砂原・
井戸・東油川・恵比寿
御坂町全域
八代町全域

4日（金）
川中島・荒屋・八田・東
町・長塚・仲町・西町・日
の出・下平井・上平井・
県営住宅・中川・山崎・
松本・駅前・山岸・向田
一宮町全域・境川町全域
芦川町全域・春日居町全域

7日（月）

年末年始のミックスペーパー・その他プラスチック収集日程（必ずAM8:30までに出してください）
年始ミックスペーパー・その他プラスチック収集日(1月)

御坂町全域
芦川町全域

6日（日）
川中島・荒屋・八田・
東町・長塚・仲町・西
町・日の出・下平井・
上平井・県営住宅・
中川・山崎・松本・駅
前・向田・窪中島・四
日市場・広瀬・唐柏・
東高橋・今井・河内・
小石和・砂原・井戸・
東油川・恵比寿

八代町全域
境川町全域
春日居町全域

5日（土）
川中島・荒屋・東町・
長塚・仲町・西町・日
の出・下平井・県営
住宅・中川・山崎・松
本・駅前・山岸・向田
・窪中島・四日市場・
広瀬・唐柏・東高橋・
今井・河内・砂原・井
戸・東油川・恵比寿

一宮町全域

9日（水）
年末ミックスペーパー・その他プラスチック収集日(12月)

川中島・荒屋・八田・
東町・長塚・仲町・西
町・日の出・下平井・
上平井・県営住宅・
中川・山崎・松本・駅
前・向田・窪中島・四
日市場・広瀬・唐柏・
東高橋・今井・河内・
小石和・砂原・井戸・
東油川・恵比寿

八代町全域
境川町全域
春日居町全域

29日（土）
川中島・荒屋・東町・
長塚・仲町・西町・日
の出・下平井・県営
住宅・中川・山崎・松
本・駅前・山岸・向田
・窪中島・四日市場・
広瀬・唐柏・東高橋・
今井・河内・砂原・井
戸・東油川・恵比寿

一宮町全域

26日（水）
御坂町全域
30日（日）

◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ 
【こころの健康相談】
▶日時　12月21日（金）　①PM3:00 ～ 3:55　②PM4:00 ～ 4:55
▶場所　市役所市民窓口館　401会議室　※要予約
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